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○委員長（喜々津英世委員）

おはようございます。定足数に達しておりますので、本日の総務文教常任委員会を開

会をいたします。平成２８年第１回定例会において、本常任委員会に付託を受けました

議案の審査を行います。本日は、教育委員会関係のまず教育総務課、それから学校教育

課、一緒に審査を行います。議案の説明を求めます。 

青田課長。 

○教育総務課長（青田浩二君）

それでは、平成２８年度一般会計当初予算、学校教育課及び教育総務課所管分の説明

をさせていただきます。歳入は１億５,２０３万５,０００円で、教育総務課のみとなっ

ており、前年度と比較いたしますと、７,７６４万４,０００円の増額となっております。

これは長与中学校体育館床改修工事と長与第二中学校校舎外壁改修工事に係る国の補助

と事業充当起債基金の繰入れが主な要因でございます。歳出は、学校教育課が１,８７

９万６,０００円で前年度と比較いたしますと３万６,０００円の増額、教育総務課が７

億７,４９９万９,０００円で、前年度と比較いたしますと６,２１６万３,０００円の増

額となっております。こちらも２つの中学校に係る改修工事が主な要因になっておりま

す。それでは、予算書の８ページをお開きください。第２表、地方債でございます。表

の５段目になります。中学校施設整備事業は、長与第二中学校校舎外壁改修工事に充当

するものでございます。続いて、歳入について説明させていただきます。説明書の１２、

１３ページをお開きください。１１款１項負担金、３目教育費負担金、１節教育総務費

負担金は、スポーツ振興センター共済保護者負担金になります。これは小・中学生に掛

けております共済の保護者負担金で、要保護・準要保護の児童生徒分を除く２,９５３

名分の負担金を計上しております。２０、２１ページをお開きください。１３款２項国

庫補助金、５目教育費国庫補助金、１節小学校費補助金は、要保護児童生徒援助費補助

金５１名分を、特別支援教育就学奨励費補助金は１９名分を計上しております。２節中

学校費補助金は、要保護児童生徒援助費補助金２９名分を特別支援教育就学奨励費補助

金は１３名分を計上しております。学校教育設備整備等補助金は、３中学校各２０万円

の理科設備購入費に係る補助金になります。学校施設環境改善交付金は、長与第二中学

校校舎外壁改修工事に係る事業費の３分の１の補助になります。３節幼稚園費補助金は、

幼稚園就園奨励費補助金として２９６名分を計上しております。２６、２７ページをお

願いします。１５款１項財産運用収入、２目利子及び配当金になります。最終行の奨学

資金貸付基金運用収入と２８、２９ページの最終行の教育振興基金運用収入が、教育総

務課所管分で１,０００円ずつ存目計上しております。１６款１項寄附金、７目教育費

寄附金は１節小学校寄附金から３節幼稚園費寄附金までを１,０００円ずつ、存目計上

しております。３０、３１ページをお開きください。１７款２項基金繰入金、６目繰入

金、１節教育振興基金繰入金は７,０５０万５,０００円のうち、６,３７０万５,０００

円が教育総務課所管分になります。内訳としまして、長与中学校体育館床改修工事事業



に４,７９３万円を、長与第二中学校校舎外壁改修工事事業に１,５７７万５,０００円

を充当予定としております。２段下の義務教育施設整備基金繰入金は廃目になっており

ます。３６、３７ページをお開きください。２０款１項町債３目教育債２節中学校施設

整備事業債は、長与第二中学校校舎外壁改修工事に充てる起債でございます。以上で歳

入の説明を終わらせていただきます。 

次に歳出について説明させていただきます。１５４、１５５ページをお開きください。

１０款１項教育総務費、１目教育委員会費になります。５１万２,０００円の減額にな

っております。１節報酬から１１節需用費までは経常的な経費になりますが、今年１０

月から教育委員長と教育長が一本化され、委員長報酬が半年分減額されるのと、九州地

区教育委員会連絡協議会が隔年開催のため、それに係る旅費を減額しております。２目

事務局費でございます。前年度と比較いたしますと、８０万７,０００円の増額となっ

ております。１節報酬は学校教育相談指導員２名分になります。就学支援委員会委員報

酬は回を前年度１回から３回に増やし、その分増額計上しております。２節給料から４

節共済費は、教育長、教育次長、学校教育課と教育総務課職員合わせて１３名分になっ

ております。４節共済費の社会保険料は、学校教育課の相談指導員２名分になっており

ます。７節賃金は就学時健康診断時のパート賃金として３名分を計上させていただいて

おります。８節報償費のうち前年度計上しておりました幼稚園卒業記念品代につきまし

ては、平成２８年度からの機構改革により、幼稚園費の方で計上しております。１５６、

１５７ページをお願いします。１２節役務費、診断書作成手数料は、就学相談時の診断

書作成に係る手数料を本年度から計上させていただいております。１３節委託料、環境

測定委託料は、空気環境測定に係る業務の委託料として２項分を本年度から計上してお

ります。１９節負担金補助及び交付金の７行目、ふるさと長与研究会補助金は小学３・

４年生の副読本ふるさと長与の改定に伴うテスト作成年度で増額しております。４行下

の体験交流学習補助金は、小・中学生のふれあいペーロンに対する補助金で、バス借上

料の値上げにより増額しております。１５８、１５９ページをお願いします。長与検定

事業補助金になります。平成２８年度から読み書き・計算に加えまして、英単語の基礎

能力をつけるため、英語のテキスト作成に係る経費を５０万円増額計上しております。

その他は経常的な経費になっております。３目教育振興基金、２５節積立金は１,００

０円を存目計上しております。義務教育施設整備基金費は廃目になっております。次に

２項小学校費、１目小学校管理費でございます。前年と比較すると５,７８１万８,００

０円の減額になっております。これは長与小学校体育館吊り天井撤去工事に係る減額が

主な要因になっております。７節賃金をお願いします。児童生徒補助支援員賃金につき

ましては、教員補助員を５名と特別支援教育支援員を１名増員して１２名分を計上して

おります。これは平成２８年度から難聴児童を対象とした特別支援学級が設置されるた

めの増員と、臨時職員の技術職補助の保育士に合わせて８００円から８４０円へ時給を

見直しており、増額になっております。１１節需用費の消耗品費は、印刷消耗品の購入



費が増額していることから、増額しております。下から３行目、修繕料は経年劣化によ

る補修が年々増加していることにより増額しております。１６０、１６１ページをお願

いします。１３節委託料になります。最終行の機器・器具保守点検委託料は、単独調理

校４校分の給食調理器具点検委託で、本年度から計上しております。１４節使用料及び

賃借料になります。３行目の電算機器借上料は、昨年８月までは再リースで借上げてお

りましたパソコン教室用のパソコン等を９月から新たにリース契約しておりますので、

増額になっております。１５節工事請負費の校舎整備工事費は、洗切小学校の自動火災

報知設備改修工事と、電気設備取替工事費は、北小の高圧ケーブル更新工事になります。

１８節備品購入費になります。３行目給食用備品購入費は、洗切小学校のワンタッチス

ライサーと食器洗浄器、高田小学校の消毒保管庫、北小のワンタッチスライサー等が経

年劣化により買替えるために増額しております。その他は、経常的な経費になっており

ます。１６２、１６３ページをお願いします。２目小学校教育振興基金費になります。

１,９７０万２,０００円の減額になっております。８節報償費、２行目の子供と親の相

談員報償費は５名分を計上しております。１１節需用費をお願いします。前年度が教科

書改訂年度における副読本、ふるさと長与の印刷製本費を１５０万円計上しておりまし

たので、その分減額しております。最終行の教師用教科書及び指導書は、前年度が４年

ごとの教科書改訂年度でしたので、その分１,４９４万１,０００円を減額しております。

１９節負担金・補助及び交付金は遠距離通学費補助金、洗切小学校８名、北小１３名分

を計上しております。２０節扶助費は、要保護・準要保護児童就学援助費、要保護児童

５１名、準要保護３０５名、特別支援学級児童就学援助費は１９名を計上しております。

その他は経常的な経費となっております。３項中学校管理費になります。１億３,９３

７万５,０００円の増額になっております。７節賃金をお願いします。児童生徒補助支

援員賃金は５名分を計上しており、小学校と同様に時給を４０円増額しております。１

１節需用費、消耗品費を小学校費と同様な理由から増額しております。１６４、１６５

ページをお願いします。下から３行目、修繕料につきましても、小学校費と同様に経年

劣化による補修の増により増額しております。１３節委託料をお願いします。下から２

行目の設計監理委託料は、第二中学校校舎外壁改修工事の管理業務委託料と長与中学校

体育館床改修工事の設計と管理業務委託料を計上しております。１６６、１６７ページ

をお願いします。１５節工事請負費、屋内運動場整備工事費は、長与中学校体育館床改

修工事になります。建築後３７年が経過し、老朽化により構成の床組が錆び等による腐

食と、その支柱に歪みがある他、床板も傷んでおりますのでそれを改修するものです。

工事内容としましては、既存の床組みの解体と新設、アリーナステージ部分の床板の新

設、競技ごとのラインの塗装を実施するもので工期は夏休みを含めた３ヶ月を予定して

おります。校舎整備工事費は、主なものは長与第二中学校校舎外壁改修工事で、建築後

３５年が経過し、外壁部の爆裂やクラック、屋根・ひさし部分の剥落が激しく、応急的

に５，６年前から数回にわたって浮いた部分を叩いて落としており、それを改修するも



のです。工事内容としては、雨水の浸入を防いで躯体を劣化させないよう、校舎全体の

外壁のクラック・浮き部分・爆裂箇所の改修と塗膜防水の塗り直しを実施するもので、

工期は夏休みを含めた６ヶ月を予定しております。その他に高田中学校の校舎ベランダ

防水工事と、長与中学校の避難器具取替工事を計上しております。その他は経常的な経

費となっております。２目中学校教育振興費になります。１,３７７万３,０００円の増

額になっております。８節報償費、２行目、心の相談員報酬が３名分を計上しておりま

す。１１節需用費、最終行の教師用教科書及び指導書をお願いします。これは４年ごと

に実施されます教科書改訂年度にあたり、指導書デジタル教科書、教師用教科書購入の

ため１,０３９万９,０００円増額しております。１４節使用料及び賃借料をお願いしま

す。これは中体連や駅伝大会出場時の自動車借上料で、借上料の値上がりにより増額し

ております。１９節負担金・補助及び交付金の遠距離通学費補助金は、長与中４３名、

第二中２７名を計上しております。２０節扶助費は、要保護・準要保護生徒就学援助費、

要保護２９名、準要保護２１１名、特別支援学級生徒就学援助費は３２名分を計上して

おります。その他は経常的な経費となっております。１６８、１６９ページをお願いし

ます。４項幼稚園費、１目幼稚園教育振興費、８節報償費の幼稚園卒業記念品代は先ほ

ど説明したとおり、幼稚園費で計上させていただいております。１９節負担金・補助及

び交付金のうち、幼稚園就園奨励補助金は２９６名分を計上しております。その他は経

常的な経費でございます。５項奨学金、１目奨学金は、経常的経費になります。１８６、

１８７ページをお願いします。７項保健体育費、３項学校給食費になります。１,６１

７万１,０００円の減額になっております。主な要因は、前年度共同調理上の連続炊飯

システム取替工事を計上していたものが主な要因になります。１８８、１８９ページを

お願いします。１３節委託料、３行目の給食調理委託料は、給食調理を委託しておりま

す管理公社職員の昇給とパート職員の賃金が１６３円から１８４円に見直したことによ

り増額しております。１８節備品購入費は消毒保管庫を購入するもので、スライサーの

刃とフライヤー用道具の消毒保管庫がなかったので、新規に購入するものです。その他

は経常的な経費になります。次に、２１４、２１５ページをお願いします。債務負担行

為の平成２８年度以降にわたる調書になります。上から４段目と５段目になります。中

学校で２１８台、小学校で３６２台のパソコンとタブレット７０台の電算機器借上料の

債務負担の限度額でございます。続きまして、主要な施策に関する説明書の２１ページ、

２２ページに学校教育課と教育総務課の主要な施策を記載しております。２８ページか

らは各種一覧表が添付されております。また４４ページには、長期継続契約予定一覧の

下から２行目が教育総務課所管分になります。４５、４６ページには基金の状況が掲載

されており、８行目の教育振興基金と最終行の奨学資金貸付基金が教育総務課関係の基

金になりますのでご参照ください。以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお

願いいたします。 

○委員長（喜々津英世委員）



説明が終わりましたので、これから質疑を行います。まず、歳入、１２ページ、１３

ページ、ここでは質問ありませんか。 

次に、２０、２１ページをお開きください。ここでは、１３款２項５目１、２、３節

です。よろしいですか。 

次、２６、２７ページ、下の方ですね。１５款１項２目、次のページの上段のところ、

存目ですので。それから２８、２９の１６款１項７目、これも存目計上です。 

次に、３０、３１ページ、１７款２項６目。いいですか。この表の下の４つは廃目と

なったものです。 

次いきます。３６、３７、２０款１項３目、ここではありませんか。また何かありま

したら後で、総括的に質疑をしたいと思います。 

では次、歳出いきます。１５４、１５５、１０款１項ですね。１５４、１５５ページ、

何かありませんか。いいですか。 

次１５６、１５７ページ、いいですか。 

安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）

負担金のところですかね、ちょっとお尋ねしますけれども。交流体験学習補助金はふ

れあいペーロンの補助金だと聞いたんですけども、球磨村体験事業が今まであってたん

ですが、あれは上がってない、ちょっとどこで上がってたか分からないんですけど、ち

ょっと予算上見当たらないので、どうなってるのかっていうことを教えていただけます

か。 

○委員長（喜々津英世委員）

帯田次長。 

○教育次長（帯田由寿君）

今回ですね、球磨村の研修はですね、球磨村の方からですね、天草の方に臨海学校等

にですね、行かれることも今してらっしゃって、今回こちらの長与町に参るのにもちょ

っと余裕がなくなってきたということですね、一時休止をお願いできないだろうかとい

うことでですね、球磨村の教育長さんの方からお話があったもんですから、うちの教育

長と協議をしていただいて一時休止という形ですね、今回は計上を控えております。以

上でございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

今のに関連するんですが、そうしますと体験交流学習補助金で、バスを借上げるとい

うことですが、またそれ以外のことも計画もされてるのか。球磨村、これはもう球磨村

とは別なんですか。ちなみにこれがどういったことに活用されようとかするのかですね。 



○委員長（喜々津英世委員）

青田課長。 

○教育総務課長（青田浩二君）

こちら、小学校のふれあいペーロン、長与は小学校５校ありますけれども、その小学

校のふれあいペーロンと、あと中学校３校のペーロン、あと長与中学校さんが県ペーに

出場される時のその自動車借上料になります。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

よろしいですか。他にありませんか。 

では、１５８、１５９。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

ながよ検定事業補助金のご説明の中で、今回から英単語も含むということですが、ち

なみにこれは、小学校・中学校両方ともなのか、このあたりの概要をご説明いただけれ

ばと。 

○委員長（喜々津英世委員）

近藤理事。 

○教育委員会理事（近藤徳雄君）

将来的なことは分かりませんがとりあえずですね、平成２８年度は中学校において実

施をしたいと。で、額が少し大きくなっております理由はですね、学年が進むにつれて、

本来であればその学年分だけを印刷すればよいというようなことに継続的にはなってい

くのですが、初年度実施の場合には、全ての学年に配布が必要ということがでてきます

ので、そこのところで通常の経費より幾分か高めに出てきているということでご説明い

たします。 

○委員長（喜々津英世委員）

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

中学校はもう元々英語がですね、授業内容に入ってて、恐らく中学校１年生、２年生、

３年生でそれぞれその学年の間に学習する単語というのが決まってると思うんですよ。

もう既に、そういうことで、ずっと単語についても勉強されているわけです。で、新た

に今回、長与検定でこれが加わるということで、学習効果がないよりはあった方がいい

かもしれないけど、既にそういう学習をやってるのに更に検定でそれもやるということ

の意義といいますかね、そのあたりもう少しわかりやすくご説明いただけないでしょう

か。 

○委員長（喜々津英世委員）

近藤理事。 

○教育委員会理事（近藤徳雄君）



委員ご指摘のとおりですね、英単語の学習とかなんかは、既に学校で取組んでいると。

実はその漢字であっても計算であっても、授業の中で取組んできているのの上で長与検

定を行って一定の成果が出ているというふうに解釈しているのと、もう一つ大きなこと

としては、国とか県のレベルをもってですね、英語学習について力を入れるというのが

時代の要請としてございます。子供達はながよ検定を受けることでですね、認定証をも

らったりとか、いろんな意味でモチベーションを上げて学習に取組んでいるという現状

がございますので、その部分でですね、更に長与の子供達の学力を担保していくのに効

果はあるというふうに考えているところです。 

○委員長（喜々津英世委員）

いいですか。他にありませんか。 

次、１５８、１５９の中段から下の方、１０款２項１目、１５８、１５９はいいです

か。次のページも。 

安部委員。 

○委員（安部都委員）

１５９ページの児童生徒補助支援員のところですけれども、今年度からまた難聴児ク

ラスが増えるというところで、今まで現在、難聴の子供さんが１人いらっしゃったんで

すね。それでまた新しく難聴児の子供さんが多分、増えるということをちょっとお聞き

しておりますが、そこで１クラス長与小学校に増えるということで理解よろしいでしょ

うか。 

○委員長（喜々津英世委員）

近藤理事。 

○教育委員会理事（近藤徳雄君）

長与小学校の方に難聴児の学級が１つと、長与南小学校の方にも難聴児学級を１つ増

設することとしています。ただしここでですね、やっぱり、担任は当然県費の負担で就

くということになりますが、四六時中、子供の様子によってはですね、そこのところは

よくわからないので、そうなると担任はトイレにも行けないというような状況が安易に

想定できるのでですね、教育支援員という形で、増員をお願いしているところです。 

○委員長（喜々津英世委員）

安部委員。 

○委員（安部都委員）

すみません、先ほどちょっと聞き逃したんですけども、教育支援員の方は５名とおっ

しゃいましたか。 

○委員長（喜々津英世委員）

青田課長。 

○教育総務課長（青田浩二君）

教育支援員は１２名です。 



○委員長（喜々津英世委員）

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

すいません、１５７ページに戻って申しわけないんですが、負担金・補助及び交付金

の中で、小・中学校の文化活動補助金というのがありますが、２８年度、これを活用し

てどういったことが計画されようとされてるのか、ここをお聞かせいただきたいと思い

ます。 

○委員長（喜々津英世委員）

青田課長。 

○教育総務課長（青田浩二君）

情緒教育等のため、読書の集い等の文化活動に対して補助を計画しております。中学

生からのメッセージに１２万円、小学生読書の集いに１５万円の補助を計画しておりま

す。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

国レベルの文化活動に触れる機会を与えるということで、義務教育期間中に２回ほど

そういったものに触れる施策というのがあると思うんですが、今年度は、そういったも

のは、計画はないのかどうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

近藤理事。 

○教育委員会理事（近藤徳雄君）

おっしゃるとおりですね、国から県の方に下りてくる事業の中で、文化芸術体感事業

というのだったと思いますが、そういうようなものがございます。基本的にですね、こ

れ各学校で受けて、例えば北小学校であれば楽器の演奏者を呼んでですね、そういうこ

とを行うというようなことはございます。ただ、長崎県全体の実情としてですね、離島

部、半島部から申込みがあった場合は、県が仕切る際にですね、そっちから優先される

っていうような現状があるように受けとめているところです。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

いいですか。では、１６０、１６１ページ。 

岩永委員。 

○委員（岩永政則委員）

数字上は上がっていないんですが、長与小の体育館のですね、天井のですね、吊り天

井の整備は無事終わって、今その減額があるんですけども、今あの体育館の屋根を見て、

どう思われますか。これはですね、近くからは見えませんけどね、遠くからはすぐ見え

ますね。だからその、どういう感じをね、しているのと。だから私も予算要求なんかし



ておるんですかというふうに感じるわけですよ。本来は緑じゃなかったかなというふう

に思うんですが。最近、赤に変えたのかなと思ってですね、確か赤に変えた記憶はない

し、その赤が今度は黒くなっているなとですね、非常に色彩が多様になっているなとい

う感じをですね、するわけなんです。これをね、担当課なりね、教育委員会として、お

金がないと言われればそれまでですけどね。ようやく天井は終わって危険が除去された

わけですから、今度はね、雨が漏らないからもういいんだ、という考え方であればです

ね、その状況を説明いただきたいと思うんですけどもね。どういう状況でああいう形で

放っておるのかね、もう少しシビアに管理というのはね、必要だろうと思うんですよ。

見た目もありますし、教育委員会何をしているんだろうかと、町は何をしているんだろ

うかということになりかねないんで。特に管財の時、僕は去年も言ったんですが、ここ

のちょうど北面ですね。ずっと階段のあれがあるんですけども、黒くなってですね、こ

れ去年も指摘をしてたんですが、対応いたしますと言いながら全くしない。ですね、そ

ういう状況もあるんですけども、これは例です。だから、体育館についてですね、どう

しているのかですね、状況をお知らせをいただきたいと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

帯田次長。 

○教育次長（帯田由寿君）

委員ご指摘のとおりですね、見た目も劣化が進んでですね、良くない状況になってる

のはもう重々私どもも分かってるはございます。ただあの、今の時点では雨漏り等もま

だ、委員が言われるようになかったものですから、他にも緊急性を伴うようなですね、

改修等のもございましてそちらの方に予算の配分をですね、してきたわけでございます

が、今委員ご指摘のように今からもですね、そういうもの、見た目等もございますので、

できるだけですね、補助等をですね、活用させていただいて今後の整備を進めていきた

いというふうに考えております。以上でございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。 

安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）

委託料の下から３つ目の学校用務委託料ですかね、についてですけれども、これは中

学校の方とも関連するのかもしれないんですけれども、以前の予算の時でしたか、配置

の件で、小学校の件ですね、配置の件で今後検討が必要じゃないかっていうことを申し

上げていたんですけれども、今年度、聞くとこによると１名用務員さんが退職されると

いうことで、それを機に上手な配置の仕方があるんじゃないかなと思うんですが、検討

状況、新年度のですね、状況をまず教えていただけませんでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

帯田次長。 



○教育次長（帯田由寿君）

今のご指摘はですね、用務員さんにつきましてはですね、配置関係は管理公社の方と

ですね、今協議をいたしまして、内示等のですね、準備は今からはしていこうというふ

うにしてるところでございまして、現在どちらの方に何名とかっていうとこまではです

ね、ツメができてない状況でございます。以上でございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

いいですか。 

安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）

では、当初で予算で組んでるこれは２７年度と同数で組まれているのか、まず人数だ

け。人数の件を最後に教えてください。 

○委員長（喜々津英世委員）

帯田次長。 

○教育次長（帯田由寿君）

人数に関しましてはですね、同じ人数で。ただ再任用等もございますので、金額との

上限というのはそこででてまいっております。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。 

それでは１６２、１６３、１０款２項、ここでは何かありませんか。 

中ほどの２目、小学校教育振興費、ここではありませんか。 

中村委員。 

○委員（中村美穂委員）

報償費のところで、子供と親の相談員報償費というところが５名分という説明をいた

だきましたけれども、各学校に配置されているというのは、存じておりますけれども、

やはりその子供と親も相談ができるというのは分かるんですけれども、結構今いろんな

問題で相談が多岐にわたって、まず一つお聞きしたいのが、子供と親の相談員のやられ

てる方の資格が必要なのか、それと今いろんな学校現場でも問題があるかと思うんです

けれども、その相談、学校によって違うかもしれませんけれども、実際に相談件数とい

うか、そういうのが把握されていれば教えていただきたいんですけれども。 

○委員長（喜々津英世委員）

近藤理事。 

○教育委員会理事（近藤徳雄君）

資格のことをまずお答えしますが、基本的にはですね、何かの免許が必要というよう

な条件はつけてありません。ただ、教員免許を持っておられる方とかですね、そういう

方がメンバーの中にいらっしゃるっていうような枠は決めていないけど現状としてそう

いう資格を持っておられる方がいらっしゃるというような状況かなと思います。２つ目



ですけれども、利用頻度ですね。利用頻度については調べれば分かると思うんですけれ

ども、各学校でまちまちであるというようなのが１つあるかなと。それから、学校によ

っては雨の日にはそこに子供たちが集まってきて、相談というよりも居場所というよう

な形での提供しているところもあるので、来室者が全て相談をしているという状況でも

ないということでですね、そこについては、あともってでも、また数をお示ししたいな

と。それからご質問にはなかったのですが、一つ。この相談員さんたちがですね、そこ

で全てを完結させるというようなこともありますが、それだけではなくて、そこからス

クールカウンセラーの方に繋いだりとか、ソーシャルワーカーの方に繋いだり、それか

ら通所施設のですね、「いぶき」がありますので、例えば学校に行きたくないっていう

相談があったら、今度は「いぶき」の方と先生と繋いだりとかですね、いろんなこう相

談を受けるだけではなくてそこを出発点として、いろんなとこに繋いでいく役割として

大きな位置を占めているということでご理解いただければと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

中村委員。 

○委員（中村美穂委員）

今、いろいろ現状で不登校というか何が原因になるのかわからないですけれども、そ

れが前は特別な数が少なかったかと思うんですけれども、やはりあの、子供たちのよく

言われるのが保健室登校とかですね、そういうこともありますけど今おっしゃったよう

に私も少しは分かっていたんですけれども、子供たちの居場所というところではですね、

心を開いて、学校の先生とまた違った対応をしていただける方っていうのが必要なので

はないかなと思うので、是非今後もですね、そういう指導員の方にいろんな面で多分大

変なのではないかなと私の子供が小さい頃とまた違うのかなと思うんですけれども、そ

ういったことでですね、教育委員会の方もよく理解されていると思うんですけれども、

そのなられている方から、いろいろこう大変だっていうような声は特にはないんでしょ

うか。そういう子供たちと対応してくださっているのはよく分かるし、それは大変だっ

てはおっしゃらないと思うんです。基本的には子供たちのことが好きでよく面倒見られ

る、そして親御さんとの接点を持たれるという方がなっていただいてると思うんですけ

ども、その辺の現状はいかがでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

近藤理事。 

○教育委員会理事（近藤徳雄君）

ご指摘のとおりですね、子供たちのきつさとか辛さを受けとめるっていうだけでもで

すね、やっぱりこう大変な部分っていうのはあろうかと思いますが、そういうところを

共有するためにもですね、教育委員会の方でですね、年に２回から３回、１勤務日をで

すね、朝からもう委員会の方に来ていただいて、現状とかそれぞれの方が抱えている課

題とかそういうもの協議してですね、私どもも入って一緒に話をする機会を持つことに



よってですね、１人で抱え込まないというようなところの道筋をつけるようにはですね、

工夫をしているところです。それから先ほどのご質問の数字ですけれども、昨年度ベー

スのデータになりますが、小学校で１日平均ということにすると来室するのが１６人ぐ

らい。これ学校規模も関係なく全部を調べているので、イメージとして。そのうち相談

するのが１人もしくは２人っていうのが小学校です。あわせて中学校で来室する平均が

７人ぐらい。そのうち相談するのは１人に満たない。要するに顔を出すというような形

で学校と繋がっているとかですね、そういうような状況です。ここで着目すべきはです

ね、保護者の相談が小学校は年間を通して１００名ちょっとぐらい、それから中学校の

方では４５から５０ぐらい。で、これは延べで数えておりますので、同一の方が複数回

来たのも含んでいるということでですね、そのような利用状況であるということです。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員）

要保護・準要保護というところでちょっとお聞きしたいんですが、この準要保護に関

しては、各市町村の教育委員会で基準を設けていいというふうになっていたかと思うん

ですけれども、長与町の場合は大体どのくらいの基準っていうか、例えば生活保護の１．

何倍とかいう基準があるかと思うんですけど、どういうふうになってるんでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

青田課長。 

○教育総務課長（青田浩二君）

長与町では、生活保護世帯の１.２倍を基準としております。 

○委員長（喜々津英世委員）

金子委員。 

○委員（金子恵委員）

先ほど準要保護の人数をお聞きしましたけど、これは全体の大体何％ぐらいなるんで

しょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

青田課長。 

○教育総務課長（青田浩二君）

２６年度ベースで、小学校で準要保護が１２.０２％です。で、ちなみに中学生が１

３.９１％になっております。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

金子委員。 

○委員（金子恵委員）

やっぱり全国的に見てもですね、この要保護・準要保護というのは増加傾向にあると



いうところで、手厚い支援というところで必要だとは思うんですけれども、最後にもう

１点。長与町単独で行っていることっていうのは、ありますか。例えば他の自治体では、

自治体の教育委員会ではＰＴＡ会費を免除とかそういうのがあるらしいんですけど、そ

ういうところまでされてるのかなと思って。あれば。なければ結構です。 

○委員長（喜々津英世委員）

青田課長。 

○教育総務課長（青田浩二君）

ちょっとあの、他市町の分全て詳しく分からないんですけれども、長与町で今してい

る援助っていうのが新入学用品、こちら新１年生のみになるんですけれども、あと学用

品と通学用品、給食費、郊外活動費こちらも参加する場合になりますけれども、あと修

学旅行費、あと中学校１年生の体育実技用具、柔道着とかですね、新１先生のみなりま

す。あと、医療費の方をこちらの方から援助しております。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。１６２はよろしいですかね。 

じゃ、１６４、１６５、１０款３項１目の続きですね。よろしいですか。 

次、１６６、１６７、ここはもう１目、２目、同時にこのページで何かありましたら

どうぞ。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

そしたら、設計監理委託料に絡めてお伺いしますが、長与中学校、それから第二中の

工事の件でご説明をいただいたんですが、それぞれの工事はこの２８年度実施、その工

事自体は、これでもう完了するのか、それともこれはもう例えば第１期工事という形で、

その後、第２、第３工事と繋がっていくのか。これで完了なのか、この外壁とか床につ

いて。 

○委員長（喜々津英世委員）

青田課長。 

○教育総務課長（青田浩二君）

２８年度完了になります。 

○委員長（喜々津英世委員）

よろしいですか。他にありませんか。 

なければ次に１６８、１６９、１０款４項１目幼稚園関係ですが、ここではありませ

んか。 

次、中ほどの１０款５項１目いいですか。それでは、１８６、１８７、学校給食費、

１０款７項３目前年対比１,６１７万１,０００円の減額、予算というふうになってる。

次の１８８、１８９まで、同時に何かありましたらどうぞ。よろしいですか。 

２１４、１５、債務負担行為、これがあります。それから、主な主要な施策の説明書



とあわせまして、歳入歳出合わせましてですね、何かありましたら総括的に質問を受け

たいと思います。 

安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）

これ歳入でいえば、健康センターの件かな。で歳出も同じで、あと遠距離通学補助に

関連もすると思うんですけれども、最近特に中学生は、帰りの迎えというんですか。部

活動等が長くてバスがないということで、やはり自家用車での迎えがあってということ

で。そこは理解するとこなんですけれども、実はこの、健康センターと絡めるのは、そ

ういった保護者の送迎時のいわゆる事故等に対して、この健康安全センターですかね、

が適用を受けるのかどうか、というのは昨年だったと思うんですけれども、朝登校を送

ってる中に、ケガはしなかったと聞いたんですけども、車が横転する事故があったと記

憶してるんですが。そういったケースでもこの健康センターが適用を受けるのかどうか

っていうことですね。また、受けないとなればそこは保護者がちゃんと理解をされてる

のかどうか。そういった周知等を今後必要じゃないか。まず受ける受けないが、前段に

来ると思うんですけど、そこを説明いただけますでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

近藤理事。 

○教育委員会理事（近藤徳雄君）

詳細については約款を見ないと、はっきりお答えすることはできませんが、通常保護

者に対して質問する際はですね、届けられた通学路を通学中の事故については、という

ような説明をいたしますので、基本的には、決められた、とか約束した登校状況でない、

ということでですね、審査の対象になるのではないかなと思われます。しかしその審査

の対象になって、取り上げられるか、駄目って言われるかっていうのは、こちらでは分

からずにこのセンターの方での審査会にかかるものと思われますので、基本的に説明は

通常の通学路でというような説明を学校では行っているところです。 

○委員長（喜々津英世委員）

安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）

私もそう思うんですよね。ただ、説明をいただく中では、いわゆる部活動が終了する

段階でバスがないと。では、歩いて帰るわけにもいかない距離だから、補助を出してる

わけですよね。ということは、やはりそのバスの代替手段として、保護者の送迎につい

ても認めるべき、事前にもそこは適用をしてもらえるような状況になっとくべきじゃな

いかなって私思うんですよね。ですので、これ以上申しませんので、今後やはり健康セ

ンター側に確認をしっかりとってですね、保護者の送迎を奨励するわけではなくて、仮

にそういったことが起こった場合でも適用ができるという、やはり保護者が自己負担を

された保険料ですので、やはり有効な範囲で適用を受けるべきでないかと思いますので、



そこの点も再度お願いいただきますでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

近藤理事。 

○教育委員会理事（近藤徳雄君）

ご指摘のことについては、確認の上ですね、今後、善処できるように働きかけは行っ

ていきたいと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

安部委員。 

○委員（安部都委員）

全体的なところでお聞きいたします。現在の特別な教育の支援が必要な子供たちが全

国的に増加しているというところなんですけども、国が推進します保護者にこどもの特

徴を書き込んでいただく見守りシートの作成をするようになっておりますが、それが今

現在行われているのかっていうことが１点。そのそういった特別支援の子供たちには、

個別指導計画っていうのも作成しないといけないと思いますが、それが行われているの

か、そしてまた福祉機関との情報共有は行われているのか、その２点お聞きいたします。 

○委員長（喜々津英世委員）

近藤理事。 

○教育委員会理事（近藤徳雄君）

ご指摘のとおりですね、前もって順番が逆になるかもしれませんが子供の支援シート、

それから個別の指導計画、そのようなものはですね、全て学校段階では備えております。

また長与町が進んでいるのはですね、就学前の情報についてもですね、ずっと引き継い

でいけるように保護者の方のご了承と保護者の方の見取りの部分も含めて書き込んでい

ただいたものをずっと継続的にですね、幼稚園・保育所あたりから小・中にずっと引き

継いで、切れ目のない支援ができるようにという対応は、体制として整っております。 

○委員長（喜々津英世委員）

中村委員。 

○委員（中村美穂委員）

すいません、学校給食費のところで聞けばよかったんですけれども、本町の方はどう

かわからないんですけれども、給食費の未納の方が増えていて、これが町内がどうされ

るか分からないんですけど未納の方が増えると本来支払われるべき金額で予算を計上し

ていたのが、材料費等々の見直しがされるというようなことをですね、聞いたことがあ

ります。現状としては、これは町の方で聞いたわけではないんですけれども、そういう

ことが一般的にですね、普通で考えれば、納めている保護者、子供たちの、本来はちゃ

んと計画でいけばこういう献立だったにも関わらず、給食費が入らないということで見

直しをされているようなことが本町の中でも行われているのか。実際未納になっていて、

大変っていうことが、大変ていうか未納の方がどれぐらいおられるのか、分かれば教え



ていただければと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

近藤理事。 

○教育委員会理事（近藤徳雄君）

まず数字についてですね、平成２７年８月末現在でですね、小学校で４１件の未納が

ございました。１月末に再度調査をしたところですね、２１件に減っています。同じく

中学校でも８月末で１８件の未納がございましたが、１月末現在では９件に半減してお

ります。この理由といたしましては、学校を通しましてですね、児童手当から給食費の

未納分の方に支払う手続きができますよということをここ半年で周知してきた結果です

ね、今現在は長与町内では全くゼロというわけではないけれども、他市町とか他府県で

ですね、報道されているような未納者の増加傾向というところはですね、見られないと。

どちらかというと、減少の傾向にあるというふうに捉えているところです。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

いいですか。じゃあもう１点について。 

青田課長。 

○教育総務課長（青田浩二君）

確かに給食費全体の額で、給食は献立はされてると思うんですけれども、確かに未納

になった分は材料費と支払いができないので、若干の見直しはあってるかとは思います

けれども、そういう状況だと思います。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。 

岩永委員。 

○委員（岩永政則委員）

１５５ページに、学校教育指導相談員っていうのが、これはだいぶ前からですね、し

ておるんですが、今も変りないというふうに思うんですが、ちょっと参考にお聞かせい

ただきたいと。勤務状況はどうなんですか。 

○委員長（喜々津英世委員）

近藤理事。 

○教育委員会理事（近藤徳雄君）

２名の配置をいただいておりまして、２名ともですね、週４日の勤務になっておりま

す。業務内容といたしましては、おひとかたはですね、専ら学校運営、管理職であると

かそういう人達、学校におる管理職への指導が専らの業務、それから長与町のですね、

長与検定に関する部分を専らの業務としております。もう１名が、教育相談的な部分を

担っております。先ほどお話にあった子どもと親の相談員であるとかそういうものが全

て連携をするところのハブになるような立場で取組みを行っていただいているところで

す。特別支援教育についても、そこのところで調整をしながら、業務を行っております。



以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

岩永委員。 

○委員（岩永政則委員）

あのですね、議案の８号で、非常勤の者の報酬及び費用に関する条例でですね、これ

が収納推進がですね、専門員、これが２４万円に提案があってですね、審議が済んだん

ですが、その時に何故２０万円を２４万円に上げるんですかと問いかけましたら、その

専門的なものがありますと、理由がですね。そういうことが答弁に戻ってきたわけです。

そこでは私が言ったのが、教育指導員もですね、それ専門性がありますよと。決して専

門性がないわけではないわけです。専門性があって、その職を委嘱しとるわけですから。

これも２０万円ですよと。それで何故出納だけですね、出納収納推進専門員ですね、こ

れだけ、なんでいっぺんに４万円も上げるんですかというようなことでですね、当然全

体的なものを考えながらですね、報酬については検討するべきではないかということで、

再度言いましたところね、全体的に取り組みなさいよと。そしたらその今後十分検討い

たしますということを言っておりますのでね、社会教育指導員も一緒です。これはです

ね。２０万、で教育指導もですね、２０万。だからそのあたりの専門性があって初めて

両方ともですね、あるわけですから。そういう回答を得ておりますので、十分内部で放

るんじゃなくしてね、総務課なり町長あたりとですね、十分協議をして均衡ある報酬に

していくべきだということを思っておりますのでね、そういう回答がありますので、十

分調整をしてください。何かあれば。 

○委員長（喜々津英世委員）

帯田次長。 

○教育次長（帯田由寿君）

ありがとうございます。今ご指摘いただきました２０万を２４万というふうにしてい

ただければですね、今来ていただいてる先生たちもですね、励みにもなりますし、指導

にもですね、力というのがこもってまいるというふうに思いますので、今後ともですね、

町長部局とですね、協議させていただきまして、できれば２４万円という形をお願いす

るような形で進めてまいりたいと思います。以上でございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。いいですか。質疑なしと認めます。これで、教育総務課、学校教

育課関連の質疑を終わります。 

暫時休憩します。場内の時計で１０時４５分まで休憩します。 

（休憩 １０時３５分～１０時４５分） 

休憩前に引き続き、委員会審査を再開をいたします。次は、生涯学習課所管を行いま

す。議案の説明を求めます。 

栗山課長。 



○生涯学習課長（栗山浩二君）

それでは、平成２８年度長与町一般会計予算の生涯学習課分について、ご説明いたし

ます。まず、歳入についてご説明いたします。説明書の１４、１５ページをお開きくだ

さい。１２款１項３目１節、労働使用料についてですが、６０万３,０００円が勤労青

少年ホーム、働く婦人の家の使用料でございます。内容といたしましては、部屋の使用

料、それから冷暖房使用料でございます。同じく４目農林水産業使用料、１節農業使用

料は３７万円が多目的研修集会施設の使用料でございます。６目３節教育使用料ですが、

公民館使用料２１６万７,０００円は長与公民館、高田地区公民館、上長与地区公民館、

３館分の使用料でございます。続きまして、つどいの家の使用料３９万１,０００円、

上長与体育館使用料３３万８,０００円でございます。文化施設使用料５３４万７,００

０円は、町民文化ホールの使用料でございます。２４、２５ページをお開きください。

１４款２項７目教育費県補助金ですが、１節社会教育費補助金の分ですが、土曜の日の

教育支援体制構築事業補助金７万４,０００円は、子供たちが土曜日における教育活動

を目的として、勤労青少年ホームと高田地区公民館で実施しております小学生を対象と

した講座に対する補助金でございます。次のページをお開きください。中段より少し下

になりますが、１４款３項７目教育費委託金、１節社会教育費委託金４万２,０００円

は、市町村権限移譲交付金として、史跡分は県指定の史跡、長与の寺屋敷跡・五輪塔に

係るもの、それから立入調査につきまして、町内の有害図書を販売する店舗においての

区分それから陳列等を指導する者に対する交付金でございます。次のページをお開きく

ださい。１５款１項２目１節利子及び配当金ですが、上から１段目、２１世紀ふれあい

基金運用収入１,０００円が生涯学習課分でございます。１６款１項７目４節社会教育

費寄付金についてですが、１,０００円が生涯学習課分でございます。次のページをお

開きください。１７款２項６目教育振興基金繰入金、１節教育振興基金繰入金について

は、公民館５館分の図書購入費と図書館分の図書購入費の合計で６８０万円が生涯学習

課分でございます。７目１節２１世紀ふれあい基金繰入金７０万は、青少年の研修の補

助に充当するものでございます。次のページをお開きください。１９款５項１目１節雑

入ですが、上から７段目の清涼飲料水、自動販売機設置使用料、３３１万３,０００円

のうち５０万４,０００円が生涯学習課所管分です。２段下の各種施設電話使用料５，

０００円のうち１,０００円分が生涯学習課分でございます。各種施設コピー使用料９

万９,０００円のうち９万７,０００円が生涯学習課分でございます。次のページをお開

きください。１番上から、ながよ検定テキスト売払収入１,０００円、長与町郷土史売

払収入２,０００円、中段になりますが、電柱等設置使用料４万１,０００円のうち５,

０００円、それから、長与町民文化ホールチケット売払収入６０万円、広告掲載料４０

万１,０００円のうち１,０００円、下段の方の陶器作成料１００万円が生涯学習課分で

ございます。雑入の合計として２２１万１,０００円となっております。以上が歳入分

でございます。続きまして歳出ですが、１１６、１１７ページをお開きください。５款



１項１目勤労青少年ホーム管理費についてご説明いたします。１節報酬は、勤労青少年

ホーム運営委員１０名と館長１名の報酬でございます。４節共済費は館長の社会保険料

でございます。７節賃金は勤労青少年ホーム、事務員のパート賃金でございます。報償

費は、同ホームで実施しております講座の講師料でございます。９節旅費は運営委員及

び館長の費用弁償でございます。１１節需用費は、同ホームの光熱水費、修繕費が主な

ものでございます。１２節役務費は郵便、電話料、それから通信経費、火災の賠償責任

等の保険料が主なものでございます。１３節委託料は、通常の施設管理、警備、消防点

検等の委託料でございます。次のページをお開きください。１４節使用料及び賃借料は、

コピー機、パソコン、モップ、ＡＥＤ等のリース料とＮＨＫの更新受信料でございます。

１８節備品購入費はホワイトボードと図書購入費でございます。勤労青少年ホーム管理

費の歳出予算総額については、１,２９０万４,０００円を計上いたしております。次に、

５款１項２目働く婦人の家管理費についてご説明いたします。１節報酬及び４節共済費

は、館長の報酬と社会保険料でございます。７節賃金は、館の発表会、それから公民館

まつり等の公共施設管理公社に委託しております事務員の休みに対応するためのパート

賃金でございます。８節報償費は同施設で実施しております講座の講師謝礼、それから

講座に伴う託児謝礼でございます。９節旅費は、館長の費用弁償でございます。１１節

需用費は、働く婦人の家の光熱費と娯楽室等の空調設備などの修繕費が主なものでござ

います。１２節役務費は、郵便電話等の通信経費と賠償責任等の保険料が主なものでご

ざいます。次のページをお開きください。１３節委託料は、施設の保守、管理、警備、

消防点検等が主なものでございます。１４節使用料及び賃借料は、コピー機、パソコン、

モップ、ＡＥＤ等のリース料、それからＮＨＫの放送受信料が主なものでございます。

１５節施設整備工事費は、駐車場ガードレール設置工事費でございます。１８節備品購

入費は、講座用のパン捏ね機と図書購入費でございます。働く婦人の家の管理経費の歳

出予算総額については、１,４０８万１,０００円を計上いたしております。続きまして

１２８、１２９ページをお開きください。下段の方になりますが、６款１項６目多目的

研修集会施設管理費についてご説明いたします。１節報酬及び４節の共済費は、館長の

報酬と社会保険料でございます。７節賃金は、住民の賃金でございます。８節報償費は、

当施設で実施しています講座の講師謝礼でございます。１１節需用費は、多目的研修集

会施設の光熱水料が主なものでございます。次のページをお開きください。役務費は郵

便電話等の通信経費と賠償責任等の保険料が主なものでございます。１３節委託料は、

施設の保守、管理、警備、消防点検等が主なものでございます。１４節使用料及び賃借

料は、コピー機、パソコン、ＡＥＤのリース料、それからＮＨＫの放送受信料でござい

ます。１５節工事請負費は、補修工事費でございます。１８節備品購入費は、シュレッ

ダーと図書購入費でございます。多目的研修集会室管理費の歳出予算総額については、

１,１０４万４,０００円を計上いたしております。続きまして、１６８、１６９ページ

をお開きください。下段の方になりますが、１０款６項１目社会教育総務費についてご



説明いたします。１節報酬は、社会教育委員９名、推進指導員１３名、それから指導員

１名と２１世紀ふれあい基金管理委員会委員の３名の報酬でございます。２節給料から

４節共済費までは、生涯学習課職員９名の人件費、社会教育指導員の社会保険料でござ

います。次のページをお開きください。８節報償費は、家庭教育学級４館合同高齢者学

級、南交流センターで実施しています出前講座、勤労青少年ホームで実施しております

パソコン講習会、それから県費補助を頂いて実施しております土曜の日の教育支援体制

構築事業に係る講師謝礼。それから町民の集い時に実施しております小・中学校の作文、

及び標語に対する商品代、それと成人式の記念品が主なものでございます。９節旅費は、

職員の会議に関します普通旅費と、九州それから地域公民館等の協議会での社会教育委

員、推進指導員、指導員、２１世紀ふれあい基金管理委員の費用弁償でございます。１

１節需用費は、生涯学習課の一般事務、成人式、町民の集いに係る事務費と宿泊研修施

設、つどいの家の光熱費が主なものでございます。１２節役務費はつどいの家の電話料、

それから火災、それから公民館の損害賠償保険料、それからクリーニング代が主なもの

でございます。１３節は委託料ですが、つどいの家の保守管理、警備、消防点検等と町

内の小・中学校で実施しております学社融合事業の委託料、それから成人式、町民の集

い等の駐車場の整理にシルバー人材センターへの委託をしております委託料でございま

す。１４節使用料・賃借料は、子供会リーダー研修キャンプ地の車それから道具の借上

料、つどいの家のＡＥＤ、勤労青少年ホームで実施しておりますパソコン教室のパソコ

ン２１台のリース料、インターネット接続料等が主なものでございます。次のページを

お開きください。原材料費については、成人式それから町民の集い等における看板等の

作成に伴う木材の材料費でございます。１８節備品購入費は、講座や展示会等と使用す

るパネル２０枚分の購入費でございます。１９節負担金、補助及び交付金は、防火管理

者講習会の研修会の負担金や地域公民館連絡協議会、子供会、青少年連絡協議会、ボー

イスカウト、小・中学校のＰＴＡなどへの補助金及び社会教育団体等の補助金で２６８

万２,０００円を計上しております。地域公民館の補修改修に伴う地域公民館等整備補

助金を５００万円。それから島体験交流事業やボーイスカウトの交流事業等へ参加する

ための青少年研修補助金を７０万円計上させていただいております。２５節積立金は２

１世紀ふれあい基金の運用収入積立金でございます。社会教育総務費については、歳出

予算総額で８,２２５万３,０００円を計上させていただいております。続きまして、１

０款６項２目公民館費についてご説明いたします。１節報酬は公民館運営審議委員１５

名と３款の公民館の館長の報酬でございます。４節共済費は３館の公民館長の社会保険

料でございます。７節賃金は３つの地区の公民館の事務員のパート賃金でございます。

８節報償費は３地区公民館で実施しております講座の講師謝礼でございます。９節旅費

は運営審議委員と館長の費用弁償でございます。１１節需用費は、３公民館の光熱費そ

れから上長与地区公民館のお風呂の開設に伴う燃料費３６０万３,０００円、それから

下水道使用料２８０万４,０００円、各公民館の修繕費７９万９,０００円が主なもので



ございます。次のページにまたがりますが、１２節役務費については３公民館の郵便料、

電話料、火災損害賠償保険料、インターネットの接続料等が主なものでございます。１

３節委託料は、公民館の保守、管理、警備、消防点検等の委託業務が主なものでござい

ます。１４節使用料賃借料は３公民館のコピー機、パソコン、モップ、ＡＥＤのリース

料、それからＮＨＫの放送受信料が主なものでございます。１８節備品購入費は、紅白

幕、ホワイトボード、上長与公民館のお風呂のお風呂清掃用のポリシャーの購入費でご

ざいます。続きまして、１０款６項３目図書館費についてご説明いたします。１節報酬

は図書館協議会委員９名と館長の報酬でございます。共済費は館長の社会保険料でござ

います。報償費は図書館まつり時の講師謝礼、図書館まつりに実施してます子ども俳句

等の商品代でございます。９節は協議会委員それから館長の費用弁償でございます。需

用費は雑誌・新聞等の購入費、それから図書館の光熱費が主なものでございます。次の

ページをお開きください。１２節役務費は図書館の郵便料、電話料、火災損害賠償保険

料、インターネットへの接続料、自動車文庫ほほえみ号の点検及び共済保険等が主なも

のでございます。１３節委託料は図書館の保守、警備、消防点検の委託業務とシルバー

人材センターに委託しております自動車文庫ほほえみ号の運転業務、それから公共施設

等の管理公社に委託しております図書司書の人件費でございます。１４節使用料、賃借

料は、図書館のコピー機、モップ、ＡＥＤのリース料、それからＮＨＫの放送受信料、

図書システム、それから自動車文庫ほほえみ号のリース料でございます。１８節備品購

入費は図書の木製書架、スチール書架の購入費になっております。１９節負担金補助金

交付金は、図書館サービスの研修会を実施する県図書館協議会と図書館の管理運営に関

する調査研究、読書運動等の推進を行っている日本図書館協会の負担金でございます。

積立金は、図書基金の運用収入積立金でございます。続きまして、１０款６項４目文化

振興費についてご説明いたします。１節報酬は、文化財保護委員会委員、それから文化

振興審議会委員の報酬でございます。報償費は史跡めぐり、それから歴史講座の講師謝

礼と町民文化祭の講演謝礼、それから記念品が主なものでございます。次のページをお

開きください。９節旅費は文化関係及び文化財関係の担当者会議の旅費、それから文化

振興審議会、文化財保護委員会委員の費用弁償でございます。１１節需用費は町民文化

祭に係る消耗品、プログラム、チラシ、文化講演会のチケット等の印刷製本費が主なも

のでございます。１２節役務費はクリーニング代と町民音楽祭時の中学校３校、それか

ら高校２校の楽器運搬費でございます。１３節委託料は、遺跡区域における開発行為に

伴う発掘調査業務委託と皿山窯跡地の草刈り、それからホルトの木、五輪塔の剪定委託

料、その他町民文化祭時の駐車場誘導係に関する業務委託が主なものでございます。１

４節使用料、賃借料は、用具等の借上げは発掘調査が発生した場合の仮設トイレ等の借

上げ料でございます。１９節負担金、補助及び交付金は、県展に係る町負担金、文化事

業育成補助金としての文化協会へ１２０万。郷土芸能保存会１０団体への各１０万円の

補助金を交付してるものでございます。続きまして、１０款６項５目文化施設管理費に



ついてご説明いたします。１節報酬は、町民文化ホール運営委員会委員と館長の報酬で

ございます。８節報償費は陶芸の館の講師謝礼、それから平和コンサートｉｎながよの

他、町民文化ホールで町が独自で開催していますコンサート等の講演費でございます。

９節旅費は文化行政担当者会議等の普通旅費と町民文化ホール運営委員会委員の費用弁

償でございます。１１節需用費は町民文化ホール、陶芸の館の光熱費と平和コンサート、

それから自主事業のポスター、チラシ、チケット等の印刷製本費、町民文化ホールの修

繕費が主なものでございます。次のページをお開きください。１２節役務費は、町民文

化ホールの郵便料、電話料、損害賠償保険料、それから自主事業の新聞折込料等の広告

費、インターネット接続料、ピアノ調律、保守点検や三彩の備品の動産保険料が主なも

のでございます。１３節委託料は、町民文化ホール、陶芸の館の保守、警備、消防点検

等の委託業務と文化ホールの舞台管理委託、それから建築設備の定期点検報告業務が主

なものでございます。１４節使用料、賃借料は町民文化ホールのコピー機、ＡＥＤ等の

リース料、それからＮＨＫ放送受信料、平和コンサートや音楽祭時の著作権使用料、文

化ホールの音響調教設備、それから空調機等のリース料が主なものでございます。１６

節原材料費は、文化ホール舞台の小道具等の整備に係るものでございます。１８節備品

購入費は、ピアノ保管庫の除湿機、楽屋用冷蔵庫、長机の購入が主なものでございます。

１９節負担金、補助及び交付金は全国公立文化施設協会の負担金とイベント時の駐車場

誘導等に利用しておりますトランシーバーの電波使用料でございます。以上で、生涯学

習課関係の歳出の説明を終わらせていただきます。 

２１６ページをお願いいたします。上から５、６、７番目なんですけども、生涯学習

課関係の債務負担行為について、社会教育関係電算機器リース料、施設複写機リース料、

文化ホール舞台設備リース料をお示ししております。続きまして、２２０ページをお願

いいたします。１番下段から２つなりますけども、図書館のシステムリース料、それか

ら文化ホール空調機コントローラーリース料の限度額、それから支出予定額等をお示し

しております。それから主要な施策に関する説明書の２１ページをお開きください。２

１ページから次のページの２４ページまで、生涯学習課の主要な施策をお示ししており

ます。３１ページをお開きください。中段になりますが、生涯学習課関係の非常勤職員

の報酬の一覧を掲載しております。続きまして、４０ページをお開きください。４０ペ

ージから次のページにまたがるまで、生涯学習課所管分の補助金、負担金の一覧をお示

ししております。続きまして４５ページをお開きください。中段あたりになりますが２

１世紀ふれあい基金、それから教育振興基金の状況を掲載しております。以上で、生涯

学習課所管分のご説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（喜々津英世委員）

説明が終わりましたので、これから質疑を行います。まず歳入の部、１４、１５ペー

ジをお開きください。ここで、質疑はありませんか。いいですか。 



次に、２４、２５ページ、いいですか。 

次のページ、２６、２７、１４款３項７目１節。 

次いきます。次のページ、２８、２９ページの１番上。それから、この１番下のいず

れも存目計上です。 

続いて３０、３１ページ、１７款２項６目１節、７,０５０万５,０００円のうち図書

館関係が６８０万という説明でした。それからその下の２１世紀ふれあい基金繰入金で

すね。よろしいですか。 

次に、３２、３３、雑入関係が次のページまで続きます。よろしいですか。また後で

総括的に質疑を行いますので、次歳出いきます。 

１１６、１１７、５款１項労働諸費関係ですね。勤青ホーム関係ですが、ここで何か

ありませんか。なければ次いきます。 

１１８、１１９。中程から働く婦人の家の管理費が出てまいります。これもあわせて

質疑あったらどうぞ。 

なければ次行きます。１２０、１２１。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

働く婦人の家の工事請負費のところで、ガードレールということでお話がありました

が、以前ちょっとお話をしたことがあったんですが、車が転落したのかな、というのが

あって、やはり今、特に高齢者の方のブレーキとアクセルの踏み間違いで事故なんかも

あるもんですから、あの辺りの対策をということで言っておりましたが、そういう転落

防止の対策になるのかどうか、ちょっとそこを確認していただけますか。 

○委員長（喜々津英世委員）

栗山課長。 

○生涯学習課長（栗山浩二君）

昨年実は働く婦人の家で車の事故が２件がありまして、１件は婦人の家のちょっと斜

め上の農地のところを住民の方が駐車場と間違えて、ちょっと民家に突っ込んだという

のが１件ありました。もう１件が、私現場のお話を聞いてないんですけど、間接的に、

上って婦人の家の下に駐車場があるんですけども、そちらの駐車場の下に施設が、子供

たちがいろいろ作ったりとかいう施設があるんですけども、そちらの方に縁石ってあり

ます、車止めがあるんですけども、それを乗り越えて、落ちそうになったということを

お伺いして、そこに車止めですね、簡単なそのガードパイプではなくて車が転落をしな

いようなガードレールを設置するということでございます。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

いいですか。他にありませんか。 

働く婦人の家関係はよろしいですか。 

次１２８、１２９、６款１項６目多目的研修集会施設管理費です。次のページの中段



まであります。１２８から１３１の上段の部分ですね。 

それでは、次、１６８、１６９、１０款６項社会教育費関係をいきます。１６８、１

６９で何かありましたらどうぞ。 

中村委員。 

○委員（中村美穂委員）

社会教育委員の方についてお尋ねします。社会教育委員の方は学校の先生だったり、

前職がですね、そういう方がおられると思うんですが、この社会教育員に関して何か資

格があるんでしょうか。結構もうずっと一度なっていただくと長くなって活動されてら

っしゃると思うんですが、その資格とまたそのいろんな会議とかそういうのに呼ばれた

りとかいろいろ長与町の行事にも参加していらっしゃると思うんですけれども、社会教

育委員の方の主な活動内容を教えていただければと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

栗山課長。 

○生涯学習課長（栗山浩二君）

社会教育委員さんについては、長与町の社会教育に関するいろんな提言をいただいて

おります。数年前には答申というのを、生涯学習課所管の業務に関するこういうふうに

した方がいいというような答申書を頂いております。その後についても私たちの業務に

ついて、いろんな例えば公民館の講座のことだったりとか、いろんな面についてご助言

を頂いているというところです。その他にも各種研修会等にも県の社会教育委員会とい

うのがございまして、そういったところでもいろいろと研修を積んでいただいて、長与

の生涯学習、社会教育全般にご指導とご協力をいただいているというふうな状況です。

以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

中村委員。 

○委員（中村美穂委員）

再度お尋ねします。資格とかというのは特にはないのでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

栗山課長。 

○生涯学習課長（栗山浩二君）

学識の方、それから民間の経験者でいろんな経験を積まれた方、それからシーボルト

大学の先生と、特にこの社会教育委員というもので資格っていうものはありません。は

い。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。 

次、１７０、１７１。 

安藤委員。 



○委員（安藤克彦委員）

ちょっと細かいんですけど、１７１ページの１番下から２つ目のですね、これＡＥＤ

の賃借料ですけど、各館にもこのように掲示がされていて、社会教育費、総務費ってい

うんですかね、の中でも掲示をされているっていうのは、ちょっと説明いただけますか。 

○委員長（喜々津英世委員）

栗山課長。 

○生涯学習課長（栗山浩二君）

こちらはつどいの家のＡＥＤの分になります。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

いいですか。他にありませんか。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員）

ちょっとあまり分からないので教えていただきたいのが、この学社融合事業というと

ころで毎年ですね、この金額を上げれておりますけれども、長与町では、いろんな知的

障害者のことでどうのって、そういう授業しているところとか、いろんな授業内容があ

るかと思うんですけど、長与町ではどういうことをされてるんでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

栗山課長。 

○生涯学習課長（栗山浩二君）

学社融合授業ですよね、こちらについてはですね、各学校でのいろいろ企画をしてい

ただいて、例えば講演会であったりとか、地域の方の交流会であったりとか、体験活動

であったりとか、各学校で様々なそこ独自のいろんなその地域性とかがありますので、

そのようなどっちかと言えばお任せ授業で、学校に主体的にやっていただいているよう

な状況でございます。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

帯田次長。 

○教育次長（帯田由寿君）

なかなかこう今ちょっと分かりにくかったと思うんですけども、学社融合という形の

授業と家庭教育学級という形で、同じような形のことをしてるんですけれども、家庭教

育学級あたりではですね、警察の方をお招きしてどういう危険な遊びが今流行っている

かとか、携帯電話会社等の方にも来ていただいたりして、今のネット上の危険というの

はどういうものなのかとか、そういうものがほとんどの家庭教育学級という方でお母さ

んとかに保護者の方にする学校。学社融合となりますと、地域の方と学校、子供たちが

一緒になって、一番分かりやすいのが郷土芸能を一緒にしたりとかですね、そういう形

の方が学社融合という形で、地域の方とのコミュニケーションをとるのが学社融合とい

う形になろうかと思います。以上でございます。 



○委員長（喜々津英世委員）

いいですか。他にありませんか。 

次、１７２、１７３でありましたらどうぞ。 

山口委員。 

○委員（山口憲一郎委員）

えっとですね、１７３ページのですね、１９節の地域公民館整備費補助金についてで

すけども、結構私達も使わせていただきまして大変助かっておりますけども、５００万

組まれておりますけども、内訳的には何自治会ぐらいがいろいろ今回、予定されてるの

かですね。 

○委員長（喜々津英世委員）

帯田次長。 

○教育次長（帯田由寿君）

今回５００万という形で計上させていただいとるんですけども、通年はですね、各自

治会さんの方に来年度は要望がございませんかという形でですね、調査をさせていただ

くんですけども、どうしてもあの突発的なものがございますので、昨年ぐらいからです

ね、もう定額で５００万をですね、お願いをいたしまして、臨機応変にですね、そのそ

ういう改修等にですね、対応できるようにですね、今してるとこでございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

１６節の原材料費ですね、木材代ということで看板等々ということだったんですが、

なぜ看板製作委託料じゃなくて木材なのか、これはどなたかがもう、その木材を利用し

て作るのか、ちょっとそのあたりの仕組みをよろしいでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

栗山課長。 

○生涯学習課長（栗山浩二君）

文化ホールをご利用いただいていると分かると思うんですけども、さまざまな小さな

駐車場、満車ですよとか、迂回くださいとかいろんな看板があると思うんですけども。

そういったのを文化ホールの職員さんがちょっと器用なもので、ちょっと本物のを作っ

ていただいた場合もあります。それと、風がひどい時などとなると、木の杭を打って固

定をするとか石を乗せて固定をするとか、ちょっと補強をするとか、そういう場合が必

要なためにこの費用を使わせていただいてる状況です。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

舞台のいろんなことをされる方もいらっしゃって、そういったこともできるのかとい



うふうに理解します。それから、１９節で社会教育関係団体等補助金についてなんです

が、この予算の計上の仕方でちょっと、ん、と思ったのが、他のですね、いろんな補助

金のついてはかなり具体的に、例えば何々団体への補助金というのが多い中で、生涯学

習課さんの部分についてはですよ、この社会教育関係団体補助金という名目で、多分幾

つもの団体がそこにそれで一括りにされてるというのが、質疑の中で聞けば分かること

であるんですが、個別にこの団体には幾ら補助金というのが、計上の仕方としては、そ

うあった方がいいんじゃないかという気がするんですが、そのあたりはいかがでしょう

か。 

○委員長（喜々津英世委員）

帯田次長。 

○教育次長（帯田由寿君）

ご指摘の通りですね、その分かりにくい補助金というふうになっとるんですけども、

基本的には子供会、各小・中学校のＰＴＡ、それと婦連協さんの方にお出ししてる分な

んですけども、内訳でいきますと、子供会の育成補助金として７４万７,０００円、そ

れとボーイスカウトに６万３,０００円、各小・中学校のＰＴＡに５万４,０００円、そ

れと、婦連協に４万５,０００円ですね、以上が、が内訳になりますけども、今後は財

政の方ともですね、協議をして、個々に分けた方がいいということ、分かりにくいとい

うことでですね、あればそのちょっと財政とも協議をしてですね、対応してまいりたい

と思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

いいですか。 

それでは、１７２、１７３はいいですね。次、１７４、１７５、上の方が公民館、下

の方が図書館一緒になっておりますけれども、ここで何かありましたらどうぞ。いいで

すか。 

次、１７６、１７７。これは文化振興費も入ってきますけれども、このページで何か

ありましたらどうぞ。 

山口委員。 

○委員（山口憲一郎委員）

自動車文庫ほほえみ号ですかね、ずいぶん前から活躍をしておるわけですが、現在、

利用している方どのぐらいおられるんですかね。 

○委員長（喜々津英世委員）

栗山課長。 

○生涯学習課長（栗山浩二君）

ほほえみ号が週２回運行しておりまして、年間の本の貸出数ですけども、２６年度実

績で４,４６８冊、それから利用者の数ですが９６３人、１日平均２０．１人の方が利

用していると。これ２６年度の実績でございます。以上です。 



○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。次が１７８、１７９。文化振興費と文化施設管理費。ここがでて

まいります。何かありましたらどうぞ。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

文化施設管理費のご説明の中で、平和コンサートｉｎながよという話があったんです

が、これ私の記憶違いじゃなければ例年施政方針の中でですね、平和コンサートという

のは、１つは生涯学習の目玉として謳ってたと記憶してるんですが、今回、施政方針に

ないんですよね。これは骨格予算が原因なのかなという気もするんですが、１つは平和

コンサートｉｎながよがあるかどうかと、例年どおりのやり方といいますかね、そうい

う内容での計画はされてるのか。このあたりをお伺いしたいと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

帯田次長。 

○教育次長（帯田由寿君）

平和コンサートｉｎながよはですね、例年どおりですね、開催をさせていただくよう

に計画を進めております。町長の施政方針の中にですね、載せなかったのは、通年行っ

てる行事であるもんですから、今年度１番目立つっていうか、そういうものを先にです

ね、計上させていただいておるところでございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。 

安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）

文化ホールのですね、管理費、年間に係る予算ベースになると思うんですけれども、

まずその総額、ちょっとこれだけでは分かりにくい、多分ここ以外の部分もあるし、こ

れ、あれですよね、陶芸の館とかも含まれているので分かりにくいんですが、文化ホー

ル単体の分っていうのは出ますでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

帯田次長。 

○教育次長（帯田由寿君）

文化ホールでですね、の全体事業費といいますことでお尋ねですけども、平成２６年

決算ベースですね、お話をさせていただきたいと思いますけども、歳出総額が５,８９

０万１,３５４円。ちなみに、陶芸の館がですね、４１７万５,２４９円となってます。

以上でございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）



ちょっとこの決算ベースになるのかな、ですね、確認ですけど。これは、委託料等全

て工事費等含んだ金額っていう理解でいいですか、まず。 

○委員長（喜々津英世委員）

帯田次長。 

○教育次長（帯田由寿君）

全て入った金額でございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）

まず文化ホールの件ですけれども、多くを占めるのが、委託料が大きいんじゃないか

なと思うんですよね。以前の議会の中でも、これはいわゆる１社の入札見積りとはいえ、

多分１社の契約、１社としか応札にないのかな、ちょっとそこのところ、随意契約なの

か競争見積りなのか、その点もあわせてお尋ねします。 

○委員長（喜々津英世委員）

帯田次長。 

○教育次長（帯田由寿君）

一社随契でですね、お願いしてるとこでございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）

ということで、やはりここの経費を何とか減らすことができないのかな、競争をして

いただくことが不可能なのかな、で、私時津を調べたんですけれども、時津も同じ運営

会社に委託をしておりまして、委託経費の方が若干安い。そこのところは多分中にいら

っしゃる人数がちょっと若干違うのかなとは思うんですけれども、とはいえ、カナリー

ホールとうちの館の利用状況の比較は私よく分からないんですけれども、何らかしらち

ょっと、人員的にも考えることができないのかなとですね。年中あそこがフル稼働して

るわけじゃないので、人員配置的なことも含めてですね、やっぱりもう少しちょっとこ

う文化施設ですので利益を上げるっていうのを、目的じゃないというのも重々分かるん

ですが、いろんなところで削っていかれる、これからちょっと担当が違うんすけども扶

助費も増大していく中でやっぱり一般財源を充てられる、全てが一般財源を充てられる

この施設の中では、やはりなんらかしら努力が必要じゃないかなと思うんですけれども、

そこの点を確認したいと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

帯田次長。 

○教育次長（帯田由寿君）

議員今ご指摘のですね、カナリーホールとの差があるというのは私どもも存じ上げて



おります。その分に際しましてですね、他の施設の文化ホール、●●ですね、そういう

業者さんに今のうちの運営に関しての見積もりをとるように今係の方にですね、指示を

出してるとこでございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

１８節の備品購入費でですね、一般備品購入費ということで、書き損じたんですが、

ピアノの除湿、除湿庫なのかご説明がありました。それで、逆に言えば、少しピアノ自

体が劣化がきているのかですね。その状況と、それからもう少し詳しくどういうものな

のかですね、ここをお伺いしたいと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

帯田次長。 

○教育次長（帯田由寿君）

ピアノ保管庫がございまして、そちらの方にですね、設置します除湿機ですね。どう

しても乾燥等をピアノが嫌いますので、そういう形の備品をですね、購入を今回計画を

させていただいてます。失礼しました。湿気とりの方をですね、購入するようにしてお

ります。すいません。 

○委員長（喜々津英世委員）

いいですか。 

他にありませんか。１８０、１８１、他にありませんか。 

それでは、歳入歳出それから主な主要な施策に関する説明書等、ひっくるめて総体的

に何かありましたらどうぞ。いいですか、他の委員はありませんか。いいですか。 

質疑なしと認めます。これで生涯学習課所管の審査を終わります。では午後から、１

３時から、午後からの審査を開始します。休憩します。 

（休憩 １１時４６分～１３時０１分） 

○委員長（喜々津英世委員）

それでは、定刻になりました。定足数に達しておりますので、引き続き当初予算の審

査を行います。午後の１番は建設部、農林水産課所管の議案を審査をいたします。議案

の説明を求めます。中嶋課長。 

○農林水産課長（中嶋敏純君）

皆さん、こんにちは。それではですね、平成２８年度、長与町一般会計予算農林水産

課所管分の歳入歳出についてご説明をいたします。それでは、事項別明細により説明を

いたします。歳入の２２、２３ページをお開きください。１４款県支出金、１項３目農

林水産業費県負担金、１節農業費負担金でございますが、中山間地域等直接支払交付金、

８２７万２,０００円につきましては、木場、大越、塩床、馬込一本松の４地区１２１.



９ヘクタールにおきまして、中産間地域の耕作放棄地発生防止対策に取り組んでおりま

す。補助率は各３分の１で、国と県の分の交付金を計上いたしております。次に同じく

その下になります、多面的機能支払交付金２７７万３,０００円につきましては、木場、

大越、三根、横道の４地区、１１４ヘクタールで実施をしております農道水路等の維持

管理による長寿命化によります取り組みでございます。補助率が国が２分の１、県が４

分の１の交付金を計上いたしております。次に、３目２節の林業費負担金の４２万７,

０００円でございますが、今年度から５ヶ年計画により、南部森林組合によります町内

森林におきまして、境界の明確化作業や間伐並びに実施計画並びに路網の整備などの実

施に向けての森林経営計画の作成に必要な調査につきまして、今年度１７ヘクタールを

実施する補助金でございまして、国が２分の１、県４分の１の負担金でございます。続

きまして、２４、２５ページをお開きください。１４款２項４目農林水産業費県補助金、

１節農業費補助金でございますけれども、１番上の農業委員会交付金と、下から３番目

になりますけれども、農地集積集約化対策費補助金は農業委員会所管分でございます。

農林水産課所管としましては、８件で合計の１,０９６万８,０００円となっております。

主なものにつきまして、４行目のですね、未来をつくる園芸産地支援事業費補助金、こ

れは旧かがやく園芸産地実現緊急支援対策事業ということで、１２３万３,０００円に

なっておりますけれども、みかんの品質向上対策となりますマルチ等資材購入費の補助

金でございまして、国からの３分の１の補助でございます。続きまして、長崎鳥獣被害

防止総合対策事業補助金８２６万円でございますけれども、これは、イノシシの被害防

止のための国庫補助事業でございまして、イノシシの捕獲報償金１５０頭分とワイヤメ

ッシュ１２キロ分の購入費でございます。これは１００％の定額補助となっております。

次に、２節林業費補助金、長崎森林づくり担い手対策事業補助金１６万９,０００円で

ございますけれども、これは長崎南部森林組合職員に対します福利厚生会事業となりま

す健康保険料等の補助金で、国から３分の１の補助となっております。次に、３節水産

業費補助金、水産多面的機能発揮対策推進交付金１０万円でございますけれども、これ

は事業に伴います推進事務費でございます。次に、２６、２７ページをお開きください。

３項委託金、４目農林水産業費委託金、１節農業費委託金の市町村権限移譲等交付金と

農地中間管理機構業務の推進事務費にあたります委託金の合計５万１,０００円を計上

いたしております。次に３２、３３ページをお開きください。１９款諸収入５項１目１

節雑入でございますけれども、上から４行目のですね、ふれあい農園使用料６０万９,

０００円でございますけれども、町内６ヶ所ございますふれあい農園の使用料でござい

ます。次に下から３行目の火災保険料でございますが、３０万３,０００円ということ

でございますけれども、そのうち８,０００円が農林水産課所管分でございまして、特

産品直売所まんてん分とですね、三根郷にあります加工所分の合計額８,０００円でご

ざいます。次に３４、３５ページをお開きください。上から１４行目、中ほどにござい

ますけれども、電柱等設置使用料４万６,０００円となっておりますが、そのうち２万



２,０００円が農林水産課所管分でございまして、現在はまんてんの敷地にございます

けれども、岩崎食品と安田汽船の看板設置料でございます。以上が農林水産課所管分の

雑入でございまして、合計が６０万３,０００円となっております。 

次に、歳出でございます。主なものについて説明をさせていただきます。１２２、１

２３ページをお開きください。６款水産業費、１項２目農業総務費でございますが、２

節給料３節職員手当は職員７名分の人件費でございます。続きまして、１２４、１２５

ページをお開きください。８節報償費の実行組合長報償費でございますけれども、５８

万７,０００円につきましては、町内４４実行組合長様に対します農林水産課所管分の

関係文書並びに調査票等の配布、回収に対するものでございます。次に、３目農業振興

費でございますけれども、１３節委託料の有害鳥獣捕獲業務委託料１４０万２,０００

円につきましては、イノシシと有害鳥獣捕獲の委託料でございます。次に１２６、１２

７ページをお開きください。１番上にございます１５節工事請負費の２００万でござい

ますけれども、農道水路等維持管理に伴います工事請負費となっております。次に、１

９節負担金、補助及び交付金でございますけれども、上から６行目になります多面的機

能支払交付金、３６９万９,０００円につきましては、木場、大越、三根、横道の４地

区の１１４ヘクタールで取り組んでおります。これは国、県、町分合わせました交付金

の合計額となっております。次の１３、１４行目についてでございますけれども、長与

木場、並びに長与岡北土地改良区農林漁業資金元利償還補助金でございますけれども、

長与木場が平成３７年度、長与岡北が平成３８年度までとなっております。その下にご

ざいます農道改良舗装事業等農林漁業資金元利償還補助金３０５万９,０００円でござ

いますけれども、これは２件分でございまして、平成２９年度までとなっております。

次に下から１３行目にございますけれども、農産物集出荷施設整備補助金２６６万５,

０００円につきましては、平成２３年度に建設いたしましたＪＡ長崎西彼伊木力選果場

の町内出荷者に対します負担軽減のための補助金でございます。次にそれより２つ下に

なりますけれども、長与町有害鳥獣被害防止対策事業補助金の２００万円でございます

けれども、これはイノシシ等の被害防止のためのワイヤメッシュ柵、電気牧柵に対しま

す購入費でございまして、町の２分の１の補助分でございます。次に１つ飛びまして、

長崎鳥獣被害防止総合対策事業補助金の８２６万２,０００円でございますが、歳入で

もご説明を申し上げたところでございますが、ワイヤメッシュ柵と町内４地区の１２キ

ロにわたりますワイヤメッシュ柵の補助金となっております。次に下から３行目の中山

間地域等直接支払交付金１,２４０万９,０００円につきましては、こちらもご説明した

ところでございますが、これを合わせまして国・県・町の合計額の補助金合計額でござ

います。 

次に１２８、１２９ページをお開きください。４目畜産業費の９節旅費、１１節需用

費、１９節負担金補助金でございますけれども、これは経常的経費を計上いたしており

ます。 



続きまして、１３０、１３１ページをお開きください。２項林業費、１目林業総務費、

１９節負担金、補助及び交付金の１番上にございます長崎県資産林道協会負担金３０万

１,０００円でございますが、これは県営事業で実施をしていただいております嬉里郷

の梶原地区と、平成２８年度からは本川内地区にございますけれども、治山事業に伴う

負担金でございます。次に、下から３行目の森林整備地域活動支援交付金の５７万円は、

歳入でご説明をいたした内容となっておりまして、これは国２分の１、県と町が各４分

の１の合計の交付金となっております。 

次に、１３２、１３３ページをお開きください。３項水産業費、１目水産振興費、１

９節負担金、補助及び交付金の最後の行になりますけれども、水産多面的機能発揮対策

負担金１４５万円は、大村湾の長与浦において、６３.８ヘクタールの余剰環境を改善

するための事業でございまして、事業内容は海底耕耘、アオサの除去、客土など、行っ

ていただいております。続きましてページとびますけれども、１８８、１８９ページを

お開きください。１１款災害復旧費、１項１目農業施設等災害復旧費につきましては、

合計といたしまして５２０万円を計上いたしております。引き続き２０８から２１９ペ

ージの債務負担行為の関係でございますけれども、２０８から２０９ページでございま

す。１番上でございますけども、農林漁業資金による町道等舗装元利金補給が２件でご

ざいます。その下になりますが２１０ページ、２１１ページになりますけれども、長崎

県に対します損失補償ということで造林資金っていいますのが４２件。次に２１０から

２１２、１３ページまでの森林整備活性化資金でございますが、これが１８件。それか

ら、分収林の機能高度化資金というのが３件ございます。それが２１２、２１３ページ

でございます。またその下にございますけれども、森林経営維持資金が合計の１９件で

ございます。次に２１４、２１５ページでございます。１番上にございますけれども、

農林漁業資金による耕地等整備元利金補給がございまして、これは長与木場、長与岡北

改良区の２地区分でございます。 

次に、２１６、２１７ページでございます。上から３番目の長崎西彼農協伊木力選果

場の建設に伴います農産物集出荷施設整備補助金でございます。 

次に２２０、２２１ページになりますけれども、上から２番目にございます平成２７

年度に建設をいたしました今も現在進行中でございますけれども、農産物加工施設整備

事業元利償還補助金でございます。以上が、農林水産課所管分の債務負担行為の調書で

ございます。終わりになりますけれども、農林水産課分の主要な施策でございますけれ

ども、平成２８年度長与町一般会計予算に係る主要な施策に関する調書としまして、１

７、１８ページに記載をいたしておりますので、ご参照いただきたいと思っております。

以上で、農林水産課の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○委員長（喜々津英世委員）

それでは、説明が終わりましたのでこれから質疑を行いたいと思います。まず、歳入

の部から行います。２２、２３ページをお開きください。農業費負担金、林業費負担金、



でてまいりました。ここで何かありませんか。 

次、２４、２５ページ。４目の県補助金のうち、１節の中で１番上の農業委員会交付

金１１３万５,０００円と、下から３番目の農地集積集約化対策費補助金２７０万３，

０００円、これが農業委員会所管で、その他が農林水産課所管です。その下の２節、３

節も合わせて何かありましたらどうぞ。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

すいません、ちょっと制度のことでお聞きしたいんですけれども、この中山間地域の

直接支払交付金の制度なんですが、確か集落とかと協定を結んで５年間耕作を続けると

いうことで、これがですね、補助というか交付がされると思うんですが、これは毎年度

申請してもいいのか、それとも期でずっとやって、確か１５年から１９年、再来年が５

期、またそれが終わったらまた新たな募集があってというそういう制度なのか、それと

も随時募集してっていうふうになるのか、ここをちょっとお聞かせいただきたいと思い

ます。 

○委員長（喜々津英世委員）

山本係長。 

○係長（山本公司君）

この中山間の事業につきましては、協定期間がですね５年間あるんですけれども、新

規に取り組んでない地区で新規に取り組みたい地区につきましては、その都度申請して

協定を結ぶことになります。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。 

次いきます。２６、２７、４目ですね、ちょうど中ほどのちょっと上にあります。こ

れは存目です。次、３２、３３、雑入上から４段目、ふれあい農園使用料、それから。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

ふれあい農園使用料で現在６ヶ所でふれあい農園があるということですが、現在の利

用率はどういう状況なんでしょうか。以前はかなり人気があったと思うんですが、現在

どういう状況でしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

中嶋課長。 

○農林水産課長（中嶋敏純君）

現在のですね、利用率ですけれども、貸出率はですね、現在７８％ということになっ

ております。 

○委員長（喜々津英世委員）

堤委員。 



○委員（堤理志委員）

７８％ということは利用がされてないところがあると思うんですが、それは例えばあ

る特定の地域に偏在して、利用ができないのか、そのあたりの要因というのがもし分か

ればお聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

中嶋課長。 

○農林水産課長（中嶋敏純君）

地区で言いますと平木場地区っていうのがございます。そこがですね、地形的に平た

くないと言いますか、ちょっと急傾斜であるということが１点と、それから駐車場がで

すね、あまりなくてですね、狭いという形でございます。それから先ほど申しましたよ

うに、そういう急傾斜なもんですから、肥料とか水とかそういう搬入、搬出、取ったも

のを搬出する時とかそういう時に苦労があるということで、どうも人気がですね、悪い

みたいでございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

いいですか。それから、下から３段目の火災保険料のうち農林水産課所管が８,００

０円。いいですか。 

それから、次のページ、３４、３５ページの中ほどのちょっと上、電柱等敷地料４万

６,０００円のうち、農林水産課所管が２万２,０００円。ここで何かありませんか。 

歳出いきます。歳出は１２２、１２３、６款１項１目、ここからが次のページの中程

までですが、ここで何かありましたらどうぞ。いいですか。 

それでは１２４、１２５の３目の、まず１２４、１２５で質問がありましたらどうぞ。 

安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）

１２５ページの使用料の下から３つ目のところの農産物加工処理施設の借地料、これ

は三根のでよろしかったですかね、まず確認です。 

○委員長（喜々津英世委員）

中嶋課長。 

○農林水産課長（中嶋敏純君）

はい、そうでございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）

新年度に借地料が出てきてますが、今後の計画ですね、加工場が新しく移った後、あ

そこの土地、上ものがどこの所有物かちょっと私もよくわからないので、今後の計画を

ちょっと教えてください。 

○委員長（喜々津英世委員）



中嶋課長。 

○農林水産課長（中嶋敏純君）

現在の加工所ですけれども、建物はですね、長与町の所有となっております。そうい

うところで、あそこ借地ですので、早急に移転をしてですね、解体をしたいところでご

ざいます。最終的には２８年度中にですね、また解体費をですね、お願いを申し上げて、

更地にして、地権者の方に、所有者の方にお返しをするということで、今後進めていき

たいと思っております。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。次、１２６、１２７。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員）

補助金の、ここ全体でですね、農林水産課だけではないかないんですけれども、ちょ

っとお聞きしたいのが、この中にかなりの補助金というのがありますけれども、この補

助金が最初に補助を出すといったときの同じ目的でですね、今も維持されているのかで

すね、そういうふうなチェックというのはされているのでしょうか。補助目的の今もち

ゃんとその補助の目的に合ってるかっていうところのチェックですね。そこをお願いし

ます。 

○委員長（喜々津英世委員）

中嶋課長。 

○農林水産課長（中嶋敏純君）

町の補助金交付規則にも基づいて、補助をしているところでございますけども、それ

ぞれですね、補助の目的に合った補助をしておりまして、最終的には交付申請から始ま

って、最終的には実績報告というような形で報告を受けましてですね、確認をしてると

ころです。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

金子委員。 

○委員（金子恵委員）

ま、同じようなその補助もですね、ずっと長年続いているかとは思うようなんですけ

れども、その必要であるかどうかというところで、きちんと審査を経てというところで

はありますけれども、一定期間でですね、判断する基準というんですかね、補助が必要

なのかどうなのか、その点はいかがでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

中嶋課長。 

○農林水産課長（中嶋敏純君）

そうですね、確かにその、今長期間にわたりますので、その時、その時でそういうそ

の、社会情勢の変化とかというのもございましてですね、その時に本当にマッチした補



助なのかっていうのもあるかと思いますけれども、この中にもご存知のように、期限つ

きなものっていうのも補助金にございます。平成何年度までとか農林営業資金とかはで

すね、制約はございますけれども、ある程度ですね、このみかんに対しますブランド商

品とかっていうのも多分長期に渡ってると思うんですけれども、こういうふうな永年性

作物とかっていうのは農業に対してすぐにその答えが出るかっていうようなこともござ

いましてですね、なるべくそういうふうなことで長期にわたるケースがもうご存知のよ

うに、こういうふうなことで毎年毎年こういうふうなので、漢字がですね、長い長い漢

字が、事業名が出てくるんですが、そういうことで、まだまだ足りないっていうような

お声も聞いておりますのでですね、今後も継続した支援を行っていきたいと思っており

ます。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

金子委員。 

○委員（金子恵委員）

農林水産の部門はですね、やっぱりそういうふうに長い目で見ないといけないという

ところは理解はするんですけれども、やっぱりその補助金の効果のチェックというとこ

ろも必要かというふうに思うんですね。やっぱりその住民の目線で、その考えた場合に

ですよ、定期的なその検証っていうんですかね、そういうことも必要かと思うんで、そ

いうところの考え方、最後ですけどお願いします。 

○委員長（喜々津英世委員）

中嶋課長。 

○農林水産課長（中嶋敏純君）

この中にはですね、国事業に伴うもの、それから県事業で行っていただいてるものっ

ていうのも、半分以上あるかと思います。町内・・対しますその補助金というのはです

ね、そんな多くはないと思っておるんですけれども、確かに今もおっしゃいますように

ですね、今後先ほど申しましたように、その時代っていいますか、その流れがございま

すのでですね、適正な補助金のですね、支出率というのに心がけていきたいと思ってお

ります。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

１２７ページの優良品種の更新事業ですね、補助金ですが、たしか、柑橘については

１０ａ当たりの単価が若干、国の方で上がったんじゃなかったかと思うんですが、本町

の分は関係あるのか、その本町の柑橘も植え替えで確か２０ａあたり、１０ａで２２万

が２３万、僅かちょっとですけど、それは長与町の農業者にも、そういう恩恵があるの

か、そのあたりいかがでしょうか。 



○委員長（喜々津英世委員）

中嶋課長。 

○農林水産課長（中嶋敏純君）

当然、長与町の農家の方もですね、果樹支援対策ということで、国の補助金が頂いて

いているところでございます。すいません、数はですねちょっと把握していないんです

けども、相当数のこと、件数がですね、農業者の方が毎年取り組んでいらっしゃいまし

て、みかんの更新ですね、改植ということで行っていただいているところです。 

○委員長（喜々津英世委員）

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

その改植がですよ、もうずっと継続してやられている中でですよ、さっき言ったよう

に新年度の予算で、たしかその若干上がったという場合に、以前からその例えば３月に

植えてる人達はもらえなくて、４月から植えた分をもらうという形になるのが、ちょっ

とその辺が把握できるのかなというのが若干素朴に疑問を持つんですが、そのあたりい

かがでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

中嶋課長。 

○農林水産課長（中嶋敏純君）

ちょっと最初にご説明を申し上げますけれども、その反の２２万で上がりまして反の

２３万というのがですね、国事業でございまして、直接あの農家の方に入っております。

ですからこの予算書の中にはですね、この事業入ってきておりません。私どもの方で町

の農林水産課でしておりますのは優良品種更新事業補助金ということで、１３２万５,

０００円を計上させていただいておりますけれども、これは、苗木のですね、４分の１

の補助っていう形で計上させていただいてるところでございます。国の事業はですね、

みかんの木もですね年度事業でございまして、３月いっぱいに、年度いっぱいにですね、

植替えをしていただくということで、それは検査をされてですね、適正にやっていただ

いておると思っております。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

同じくっていうかそこの負担金のところで、有害鳥獣の対策で幾つか補助金等々があ

りますけれども、ご説明の中でワイヤメッシュとか、電気柵とかっていうことありまし

たけれども、新聞報道とかで例えばそういう捕獲した動物の食肉をどうこうするという

ことにもソフト事業といいますかね、対策ができるような補助がつくというのは話があ

りますが、本町の場合、それ関係が、そういったものの計画といいますか、なんかその



捕獲したやつを流通するとかそういった計画についても補助のなる、ならないというの

が話があったと思うんですが、本町ではそういう計画が例えば他の県とかそのあたりと

連携して計画がされるのかとか、ここをお伺いしたい。 

○委員長（喜々津英世委員）

中嶋課長。 

○農林水産課長（中嶋敏純君）

イノシシ等の食肉になりますけれども、普通ジビエ料理といいまして、そういうこと

で取り組んでいただいて、加工所あたりもですね、県内で既に運用されている自治体も

ございます。けれども、長与町の場合はですね、そういう話もいろいろと猟友会等々お

話しも持ち込んだんですけれども、まずは捕獲の方にですね、宣伝をしたいということ

で、うちの方では取り組みをまだ行っていないところです。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。１２８、１２９。この上の方、畜産業費までですね。 

１３０、１３１、６款２項１目次のページの中程までです。あわせて、質問がありま

したらどうぞ。林業関係、水産関係予算です。ありませんか。 

次いきます。１８８、１８９、災害復旧費関係です。次のページの上段までですね。

１１款１項関係、何かありましたらどうぞ。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

災害復旧ということでお伺いしたいんですが、本会議の中だったかな、ちょっと話が

あってた今年の冷害の件で１点、長与町内でも農業被害があってますよね。それに関連

して２８年度でどういう対策をするのかというのを概要ですね、お聞かせいただきたい

と思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

一応質問がありましたので、違うなら違うで答弁をお願いします。 

中嶋課長。 

○農林水産課長（中嶋敏純君）

ここの１１款はですね、農業用施設、農道とか水路とかそういうものに対してのです

ね、災害復旧費を計上いたしておりまして、また違うところのハウス等はですね、農業

振興費の方に該当してくるのかなて６１３の方かなってと思っておりますけれども、そ

ういうことですけれども、そういうものに農業振興費につきましてはそのあたりの被害

に対します補助というのは計上いたしていないところです。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。あと、債務負担行為はかなり農業関係はですね、いろいろ多くご

ざいますが、先ほど説明したとおりです。歳入歳出それから主な施策の説明書、債務負

担こういったもの、あわせて最後に総括的に、質疑を受けたいと思います。 



堤委員。 

○委員（堤理志委員）

すいません、先ほど私が場所を間違えてですね、質問した件なんですけれども、その

冷害対策で今先ほどご説明の中で、そういった冷害についての対策というのは、計上し

てないということですが、それは必要がないということなのかそれとももう少し例えば

国県あたりから対策がまとまってから、補正あたりで出てくるという理解でいいのか、

そのあたりをお聞かせいただけないでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

山本係長。 

○係長（山本公司君）

今、国の事業で緊急支援の事業が上がっているのが主に枇杷の被害に対するものが今

できております。こちらにつきましてはですね、琴の海枇杷部会といいましてＪＡの所

管になりますが、時津、長与の生産者で組織する枇杷の部会が枇杷部会として、その被

害に対する支援措置の申請をするっていうことになっておりますので、町の方は被害の

認定はしますけれども町の予算的には入ってこないというふうな形になっております。 

○委員長（喜々津英世委員）

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

それからもう１点、確か補正の時にお伺いしたのが、ハウスを計画されてたけれども、

例のその雪の関係でもう断念したということもあった。このあたりについての対策とい

うのは、これもやはり、その直にＪＡの方とかになるのか、それとも町もかむのかです

ね、ここはどんななりますでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

中嶋課長。 

○農林水産課長（中嶋敏純君）

町内でですね、３名の方がそのビニールハウスの被害を受けられまして、そういうこ

とだったんですけれども、それでその方のうち２名がですね、施設の建設をとりやめら

れたっていう話だったと思うんです。そういうことなんですけれども、この３名の方が

ですね、たまたま農業共済にですね、加入をされてましてですね、そういうふうな復旧

というのが農業者の方からそういう要望、町に対します要望等もですね、来ておりませ

んでした。で、そういうことで町もそういう手だてもなかったんですけれども、国にお

きましてもですね、そういうその施設が被害を受けた者に対する補助っていうのが、な

い状態でございまして、あるのはですね、今、園地にございますその樹木等の回復に対

します支援とか補助とかっていうのがございまして、国の方でもそういうふうなそのパ

イプ等が曲がったからっていうことで、復旧に対しますそういうメニューがない状態で

ございまして、そういうのがないもんですから、長与町でもですね、一応取り組んでい



ないということでございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。堤委員。 

○委員（堤理志委員）

それからもう１点。どこで聞けばいいのか分からないのでお聞きしますが、まんてん

のところでオリーブの加工所ができるということで、これがですよ、今度機構改革でど

こがそういういう関係になる。例えばオリーブを植えて育てるというのは、農林なるの

かな。ただ、それを収穫して、加工して、例えば絞って油にする、そしたら商工になる

のか、ですから、今後２８年なるのか分かりませんけれども、所管というのがどういう

体制になるのかをお伺いしたい。ここで聞くのは。 

○委員長（喜々津英世委員）

中嶋課長。 

○農林水産課長（中嶋敏純君）

平成２８年度からですね、機構改革で農林水産部門とですね商工の方が一緒になりま

して、産業振興課という形で、今度新たな課ができるようになっておりまして、その課

の中で両方、どちらとも関わりながらやっていくようになると思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。 

岩永委員。 

○委員（岩永政則委員）

１２９ページの１番上、３行目ですね、今年２７年度に加工施設をですね、今建設中

ですね。これが、今後２８年から債務負担行為ではですね、４２年まで返還をしていく

ということなんで、２，９５０万計上されてありますよね。ところがですね、それを差

し引きますとね、１４年間に返還がなりますよね、期間的には。４２年から２８年を引

けば、１４年間ですね。そして、それをですね、考えて念頭において８１万の現在のこ

の元利償還金の補助金をね、考えると、若干不足するんじゃないかなと。ですね、図書

館のリース代なんかですね、５年間で４５０万ぐらい組んであったと思います。それで

割り戻しますとね、大体５００万ぐらい、４００万ぐらいですね、４００何十万ぐらい

になるんですけども、それからいくとね、どうもこの８１万で僕は足らないんじゃない

かなというふうに考えるんですけれども、その計算はどんなして８１万を出したんでし

ょうか。お聞かせをいただきたいと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

山本係長。 

○係長（山本公司君）

こちらの元利償還補助につきましては、計上した時にですね、１２月に金融機関から

借り入れっていう形で計画をしております。これが借入から１年間の元金据置きという



形になっておりまして、２８年度中につきましては、１２月１、２、３、４ヶ月分の元

金の分しか入ってないという形になりますので、８０万１,０００円を計上しておりま

す。次年度以降につきましては、２００万程度のですね、計上になるかというふうに考

えております。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

岩永委員。 

○委員（岩永政則委員）

要するに２，５５０万をですね、１４年間で割ると約２００万なんですよ。だから２

００万ないとね、足らないのに、大丈夫かなというふうにちょっと心配をしましたもん

ですからね、分かりました。そつのないようによろしくお願いします。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。いいですか。 

では、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。農林水産課所管をこれで終わ

ります。場内の時計で１４時まで休憩いたします。 

（休憩 １３時５０分～１３時５７分） 

○委員長（喜々津英世委員）

それでは、休憩前に引き続き、委員会審査を開始いたします。次は、管理課所管を行

います。議案の説明を求めます。 

濱課長。 

○管理課長（濱伸二君）

こんにちは。それでは、２８年度は長与町一般会計予算、管理課所管分につきまして

ご説明いたします。歳入、歳出、予算事項別明細書にてご説明いたします。まず歳入で

すが、１４、１５ページ、お開きください。１２款１項５目土木使用料、１節道路橋梁

使用料及び３節住宅使用料から６節滞納繰越分までが管理課所管分でございます。１節

につきましては、収入見込み額５４９万円で、ガス、電話及び電気通信ケーブル等の道

路等占用料になります。３節住宅使用料につきましては、収入見込額４,６８８万４,０

００円で、東高田、西高田、岡岬団地３団地になります。また、５節駐車場使用料につ

きましては、収入見込額３４０万８,０００円になります。４節、６節につきましては、

住宅駐車場の滞納繰越分になります。続きまして、１６、１７ページをお開きください。

１２款２項３目土木手数料１節住宅手数料が管理課所管分でございます。次に１８、１

９ページをお開きください。１３款２項４目土木費国庫補助金、１節道路橋りょう補助

金につきましては、総額５,７７５万円で、安全で快適な地域社会の創造補助金、道路

橋長寿命化による安全性の確保補助金及び通学路要対策箇所の整備による安全な通学路

の確保補助金でございます。 

次に、２０、２１ページをお開きください。４節住宅維持補助金につきましては、総

額１,５８４万５,０００円で、住宅建築物アスベスト改修事業補助金、住宅建築物耐震



改修等、事業補助金及び公共公営住宅等ストック総合改善事業補助金でございます。 

次に、２４、２５ページをお開きください。１４款２項６目土木費県補助金、１節住

宅維持補助金につきましては、総額７２万３,０００円で、長崎県建築物耐震化事業補

助金及び長崎県耐震安全安心住まいづくり支援事業補助金でございます。 

次に、２６、２７ページをお開きください。１４款３項６目土木費委託金、１節土木

費委託金につきましては、市町村権限移譲等交付金の１,０００円でございます。２節

港湾費委託金につきましては２６３万６,０００円のうち、２１６万３,０００円で市町

村権限移譲等交付金及び港湾統計調査事務委託金でございます。 

次に、２８、２９ページをお開きください。１６款１項５目土木費寄附金、１節土木

管理費寄附金につきましてが管理課所管分でございます。 

次に、３４、３５ページをお開きください。１９款５項１目雑入１節雑入につきまし

ては、下から１１、１２行目の町営住宅光インターネット装置設置料及び境界立ち会い

他証明書等交付手数料１万６,０００円のうち、１万５,０００円につきましてが管理課

所管分でございます。以上が歳入でございます。 

続きまして歳出ですが、１３４、１３５ページをお開きください。８款１項１目土木

総務費、２節から４節につきましては、部長含め管理課職員の人件費総数７名分でござ

います。７節賃金につきましては、パート賃金といたしまして６ヶ月を計上しておりま

す。 

次に、１３６、１３７ページをお開きください。１３節委託料につきましては、５件

分で３２３万３,０００円でございます。１４節使用料及び賃借料につきましては、４

番目の道路台帳管理システム賃借料８１万４,０００円としまして、以前からの道路台

帳システム６１万５,０００円と２８年度より５年間の賃借料で市町橋梁維持管理シス

テム１９万９,０００円を計上しております。これは、県下統一したシステムにより、

橋梁の維持管理を行っていくというものです。なお、長期継続契約につきましては４４

ページの７番目に記載しておりますのでご参照ください。続きまして、１９節負担金、

補助及び交付金につきましては、西彼中央土地開発公社事務費負担金を除く１１万２,

０００円が管理課所管分になります。２目急傾斜地管理費、１３節委託料につきまして

は、ニュータウン法面調査及び草刈り等の維持管理費でございます。１５節工事請負費

につきましては、急傾斜地の補修工事でございます。 

次に、１３８、１３９ページをお開きください。２項２目道路維持費が管理課所管分

でございます。１３節委託料につきましては、街路樹の剪定及び道路維持補修費、シル

バー人材センター作業員の３名分、測量設計委託料につきましては、道路路面性状調査

などでございます。１５節工事請負費につきましては、維持及び舗装補修工事、浜崎法

面補修工事、通学路の整備などでございます。２目橋梁維持費、１３節委託料につきま

しては、橋梁の詳細点検及び補修設計でございます。１５節工事請負費につきましては、

橋梁の１５メーター以上１件、１５メーター未満３橋の工事になります。 



次に、１４０、１４１ページをお開きください。３項１目河川総務費１３節委託料に

つきましては、毎年行っております斉藤地区のポンプの保守点検及び長与ダム周辺の除

草でございます。１５節工事請負費につきましては、河川補修分でございます。４項１

目港湾整備費１３節委託料につきましては、長与川をきれいにする会及び岡郷農船会へ

の委託料でございます。 

次に１４６、１４７ページをお開きください。６項１目公営住宅管理費、１節需用費

につきましては、総額８２１万８,０００円で主なものは、修繕料で７００万円になり

ます。 

次に、１４８、１４９ページをお開きください。１５節工事請負費につきましては、

町営住宅岡岬Ａ棟の長寿命化工事を計上しております。２目安全安心住まいづくり支援

事業費、１３節委託料につきましては、耐震診断委託料で３件分計上しております。１

９節負担金、補助及び交付金で、耐震診断補助金の１件分、耐震計画書策定補助１件分、

耐震改修工事補助で１件分の２５７万円でアスベスト診断補助金で１件分、２５万円、

総額２８２万円でございます。以上が管理課所管分でございます。ご審議のほど、よろ

しくお願いいたします。なお、予算書の後に平成２８年度長与町一般会計に係る主要な

施策に関する説明書の１９、２０ページが管理課所管分でございますので、ご参照のほ

どよろしくお願いいたします。 

○委員長（喜々津英世委員）

説明が終わりましたので、これから質疑を行います。まず歳入の部からいきます。１

４、１５ページをお開きください。５目１節それから、３節４節５節６節これが管理課

所管。ここよろしいですか。 

次、１６、１７、１２款２項３目１節、これ存目計上。それから次のページ、１８、

１９、１３款２項４目ここからありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

道路橋梁費補助金のところで通学路要対策箇所の整備による安全な通学路の確保補助

金というのがありますが、これはもう既に要望があった部分についての補助なのか、そ

れとも今後出てくる要望に対応するための補助金なのか、このあたりはどういう形なん

でしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

濱課長。 

○管理課長（濱伸二君）

お答えします。今現在要望が出されてる分の２路線に対する補助金を要望して、今回、

計画しております。 

○委員長（喜々津英世委員）

いいですか。 



堤委員。 

○委員（堤理志委員）

２路線分ということですので、もう一度そこの部分がどこのあたりなのかよろしいで

しょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

前田係長。 

○係長（前田将範君）

２件分ですけども、ここは嬉里中央地区のちょうど嬉里辻線と町道二丁間２号線のカ

ラー舗装工事で、延長は２つ合わせて１,５００メーターのカラー舗装を行う工事であ

ります。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。 

次、２０、２１、上の方の４節住宅費補助金１,５８４万５,０００円。いいですか。 

次とびまして２４、２５、１４款２項６目１節７２万３,０００円。次いきます。次

のページ、２６、２７、１４款３項６目の１節、２節の市町村権限移譲等交付金（港

湾）の２１５万とその下の下、調査事務委託金１万３,０００円が管理課所管、よろし

いですか。１節は存目ですね。 

次いきます。２８、２９、ここも土木管理費給付金は存目計上です。雑入。雑入が下

から１２番目ぐらいかな。町営住宅、光インターネット装置設置料とその下の境界立会

他証明書等交付手数料、このうち、１万５,０００円が管理課所管。よろしいですか。

また後で総括的にいきますので、歳出に移ります。 

１３４、１３５、ここからが管理課所管です。このページで、何かありましたらどう

ぞ。次、１３６、１３７。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

道路台帳管理システム賃借料のご説明の中で、市町で管理するといいますかね、台帳

管理するようなシステムを広域でやるという、連携してやるということじゃないかとい

うふうに理解したんですが、その目的は、恐らく、経費の縮減なのかなっていう気もす

るんですが、その目的等、それからもしこれが経費縮減だったとすれば、だいたいどの

くらいのコスト削減効果が見込まれるのか、分かればお聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

前田係長。 

○係長（前田将範君）

市町橋梁管理システムを導入する目的としましては、５年に１回の橋梁定期点検結果、

補修利益とかを統括的に管理したり、補修期間のシミュレーションを行うためにですね、

橋梁の効率的な維持及び修繕をするためのシステムになっております。こちらのシステ



ムを入れるメリットとしては、やはりおっしゃるとおりですね、経費の削減っていうこ

とがまず第１になります。町独自でシステムを構築する場合と、各市町村で共同運用し

た場合と比べますと、だいたい経費は、３分の１から４分の１程度経費削減することが

できると、資料がございます。今のところ、共同運用する市町村につきましては、当初

１６市町ということだったんですけども、今、数が増えまして１９市町になっておりま

す。内訳としましては、五島市と小値賀町を除く１９市町が全部、市町の橋梁管理シス

テムの方に共同運用するという答えがなっております。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。１３８、１３９。 

山口委員。 

○委員（山口憲一郎委員）

橋梁維持費の１５節、１番下ですね。１５メートル以上が１つと、以内が３つという

ことで、この間も本会議の説明を受けましたけども、期間的にはいつごろから。まだ決

まってないんですかね、その辺はいかがでしょう。 

○委員長（喜々津英世委員）

前田係長。 

○係長（前田将範君）

橋梁の維持補修工事をする発注時期なんですけども、こちらは補助の国庫補助申請の

内示ですね、交付決定が決まるだいたい６月の中旬以降での発注を考えております。そ

れから、年度末までの工期で行いたいと思います。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。１３８、１３９、ここで何かありましたらどうぞ。 

じゃ次、次のページ１４０、１４１、ここでありましたらどうぞ。なければ次いきま

す。 

１４６、１４７、８款６項関係ですね。ここはいいですか。 

次のページ、１４８、１４９、２目まで、合わせてありましたらどうぞ。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

そしたら２つお伺いしたいと思うんですが、１４７ページの１番下に修繕料というの

が上がってる分ですね。この内容と、それから１４９ページの岡の長寿命化ですか、こ

こも概要ですね、お聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

馬場主事。 

○主事（馬場俊輝君）

修繕料の内訳についてお答えいたします。ガスの風呂釜の補修工事、こちらを１件当

たり約１５万円ほどかかります。おおよその概数で１５台分を見込んでおりまして、こ



ちらを２２５万円、退去時の補修等、主に壁や床の張替等の補修ですね、こちらを４０

０万円、電灯、外灯ですね、だったりとか、階段に各階に設置しております蛍光灯、こ

ちらが長年もう使っておりまして不具合等が出ておりますので、そちらで２５万円。あ

と、共同施設の補修といたしまして５０万円、合計７００万円で計上させていただいて

おります。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

日名子課長補佐。 

○課長補佐（日名子達也君）

岡郷の修繕工事につきまして、ご説明をさせていただきます。岡郷Ａ棟につきまして

は、主な工事といたしましては外壁の補修が主な工事となっております。それと屋根の

部分、これらの防水シートでやっておりますが、ウレタンゴムの防水の方に替えるとい

うことにしております。あと諸々のですね、補修等々につきましても入っておりますし、

外壁につきましては当然足場がかかりますので、これ分の仮設工事も含めて計上をして

おります。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

岡岬町営住宅の分についてなんですけれども、今回はＡ棟ということなんですが、実

際そのほぼ同時期に建てられ、岡岬についてはですね、同時期に建てられたという中で、

とりあえず、Ａ棟から始めたということなのか、それともＡ棟のみそういう劣化が進ん

でいる状況なのか、このあたりはいかが、どういうこと。 

○委員長（喜々津英世委員）

日名子課長補佐。 

○課長補佐（日名子達也君）

Ａ棟から、今年度平成２８年度はＡ棟からということにしております。これにつきま

しては現在岡、それと西高田及び東高田、３団地ございます。それぞれの団地につきま

して、１棟１棟を計画を持ってですね、補修の方に移りたいというふうに考えておりま

す。ですからＡ棟が終わりますと、Ｂ棟、次はＣ等という形でこれが終わりますと次の

団地ということで今のところ考えております。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。２目でもありませんか。 

それでは、歳出が一応終わりました。これから歳入、歳出、合わせて結構です。総括

的に質疑ありましたらどうぞ。 

安部委員。 

○委員（安部都委員）

先日、長崎市の方で橋梁工事、橋梁のところが毎回定期的な目視点検をされていたに



も関わらず、上からコンクリート片がどんと落ちてきて、タクシーかなんかにケガをし

たっていうところで、それで、こちらの方では橋梁工事される場合は目視の点検として

目視でされてるのか、それともその音感というんですか、打音、要はそういう形でされ

てるのか、そこら辺教えてください。 

○委員長（喜々津英世委員）

前田係長。 

○係長（前田将範君）

橋梁の点検につきましては、近接目視ですね、近接目視とあと打音といいましてテス

トハンマーでですね、橋梁のひび割れの部分とかを叩いて、浮きや割れがないか、そう

いったところを調査する項目になっております。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

安部委員。 

○委員（安部都委員）

それは、毎回定期的にちゃんと打音の方がやられているということですか。 

○委員長（喜々津英世委員）

前田係長。 

○係長（前田将範君）

道路法の改正に伴ってですね、２６年度からですね、１つの橋梁につきまして５年に

１回の先ほどの目視とかですね、近接目視と打音によるですね定期点検を行うように計

画しております。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員）

ちょっとお尋ねしますが、先ほどですね、安全な通学路の確保補助金ということで嬉

里中央のカラー舗装１，５００メートルという話がありましたけれども、この長与小学

校周辺でゾーン３０というのが設定されて、今道路上にですね、ありますけれども、こ

れは一応長与小学校周辺でのゾーン３０、そして次は例えば北小とか南小とかっていう

ことで、どこもここもゾーン３０ということはちょっと厳しいところもあるでしょうけ

れども、今そこを警察と協議してですね、ゾーン３０のその範囲というのを広めていく

というようなことはあるんでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

日名子課長補佐。 

○課長補佐（日名子達也君）

ゾーン３０の件につきましてお答えをいたします。今の委員ご指摘のとおり、今長与

小のところにつきましては、皆前地区及び定林地区につきまして、ゾーン３０の設定を



させていただいております。今後ですね、県警及び時津警察署等々ともですね、協議を

しながらゾーン３０についてはどうするか、それについては協議を重ねていきたいとい

うふうに考えております。今のところ２８年度をどうするか、これについてはまだ警察

の方ともまだ協議を行っておりませんので、今後協議を重ねていきたいというふうに考

えております。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

金子委員。 

○委員（金子恵委員）

コミュニティの会合、地域のボランティアの方がですね、いらっしゃった時の何か要

望はないかということの中に、やはりその抜け道抑制のためのゾーン３０であるという

観点から要望があったりするんですね。その時には管理下の方がいらっしゃってなくて、

地域の方とかがいらっしゃっているので、そういう話も上に横串の状態で上がってくる

かと思うんですけれども、結構そういうふうな長与小学校地区だけじゃなくてですね。

そういうところもあろうかと思うんで、そういうところの話は地域から連携して話を聞

いているのかですね、その点をお願いします。 

○委員長（喜々津英世委員）

日名子課長補佐。 

○課長補佐（日名子達也君）

委員ご指摘のとおり、うちの地域政策課の方からですね、その件につきましてはお聞

きをしております。これにつきましては今長与小地区ですので、町内の小学校、こちら

の通学路につきましてもですね、今後広めていきたいというふうに考えておりますが、

何しろ時津の警察の方からですね、要請がなければこれもできないところでございます

ので、今後とも協議を重ねてということになろうかと思いますが、順次進めていきたい

というふうに考えております。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。 

岩永委員。 

○委員（岩永政則委員）

１３９ページの、２目のですね委託料、測量設計委託料ということで、これは斉藤地

区の低地帯の云々というような話が本会議でもありましたかね。私も一般質問もして、

地元からも依頼を受けておったんですけれども、もう少しこう具体的にですね、説明を

いただければよくわかると思うんですけども、説明をお願いします。 

○委員長（喜々津英世委員）

質問、意味分かりますか、濱課長。 

○管理課長（濱伸二君）

その測量設計委託料の１,２５０万の内訳ですね。一応先ほどご説明しました道路路



面性状調査と道路擁壁詳細設計、それと北部法面工事に伴う調査設計、それと斉藤地区

の排水路の設計という形で、一応排水路の設計も今年度進めております。それを若干、

多分今のところできるだろうという見越しで地元と協議を進めてる段階で、もし残務が

残った場合そこで、新年度でも行うという形で一応予備的に新年度とってるような形で、

３月いっぱいでどうにか設計の方は低地対策については固めていきたいと現在のところ

考えております。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

岩永委員。 

○委員（岩永政則委員）

これ今年度その設計終わって、次年度から計画的に事業を実施をしていくと、こうい

う考え方であるんです。工事は分からんとですよということなのかですね、考え方をお

聞きをしておきたいと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

濱課長。 

○管理課長（濱伸二君）

一応方針を決めて、ものが決まらないと設計も金額工事費の積算もできないという形

ですので、一応今のところ道路維持費の工事の中で対応できる範囲なのか、それとも６

月補正にかけなきゃいけないのか、そこら辺の境がまだ出てませんので、一応まず設計

をでき上がってしまって積算を行う段階をまず今年度やりたいという形で今詰めておる

ところです。それで、積算して工事請負費が出た段階で補正に出すのか、現予算の中で

行うのかを判断してまいりたいと考えております。 

○委員長（喜々津英世委員）

いいですか。他にありませんか。 

安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）

町営住宅全般に関してお尋ねしますが、まず、現在の町営住宅の需要と供給状況です

ね。ざっくりと教えていただきませんでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

馬場主事。 

○主事（馬場俊輝君）

需要と供給についてお答えします。毎年、２回ほど町営住宅の入居者の募集を行って

おります。これは空きが出次第の募集になるんですけれども、１回あたり何戸数という

のは特に決まりは、空きが重なったら戸数が多くなるような形です。毎回応募者数がで

すね、２０名ほどございます。１戸数の募集に対しても２０名ほど、５戸数重なって募

集をかけた時も２０名ほどでございますので、一概に倍率等は申し上げにくいところな

んですけれども、５倍から１０倍は毎回あるような形で推移しております。なので、需



要と供給を考えると需要の方が多いような形になります。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）

それでは、町営住宅のところの歳入のところでも不納欠損というのが現れてきてたん

ですけれども、町営住宅というのはいわゆる低所得者の方に対しての住宅供給福祉的観

点での設置だと思うんですよね。それに対して、当然収入が上がっていけば、一定以上

になると町営住宅から出ていかなければならないという条例上にも謳ってあります。あ

るいは、滞納が続く方には３ヶ月以上ですかね、滞納が続くと退去を町長が申し出ると

いうか命令するのか、いうことができると思うんですけれども。まず、それとあと、で

すのでまず収入の確認状況ですね、そういったのは毎年行われているのか、それと当然

それを向こうが出してこないケースもあるかと思うんですけれども、そういった際の対

応ですね、を現状どのようにされているか、お知らせください。 

○委員長（喜々津英世委員）

馬場主事。 

○主事（馬場俊輝君）

収入に関して毎年、収入報告書というのを４月頃、町営住宅の入居者の方から提出を

していただきます。これは、毎年、その方の収入に応じて家賃が変わるようなシステム

ですので、毎年確実に行っております。で、委員のおっしゃるとおり、その中でも提出

をされない方というのが中にいらっしゃったりします。この方は、何度も通知をして面

談もしてそれでも提出をされないっていうことは悪質なので、最高家賃をかけていいと

いうことになっております。なので、今長与町でもし提出がなければですね、最高家賃

をかけるような形になっております。先ほどちょっと中身の中で、ちょっとご質問であ

ったんですけれども、収入基準がそれぞれ決められております。裕福な方は町営住宅か

ら出て行く努力義務というのがあります。この基準というのが、ちょっとざっくりした

指数なんですけれども、手取りで月額１５万８,０００円。これを超えると努力義務が

発生するような形になります。更に高額所得者の認定というのもございまして、こちら

の金額３１万６,０００円に当てはまると強制的に退去をしていただくような形の法律

もございます。ただ、この金額に当てはまる方には今まで１件ございまして、退去して

くださいとお願いに行ったところ、自ら進んでですね、退去をしていただけたというこ

となので、強制的に退去したっていう事例はございません。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）

最初に２０名程度か毎回希望されるということで、不足をしている。では、現在住ま

われている方は、基準に見合った方が住まわれているという理解で、そういったことで



理解してよろしいんでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

馬場主事。 

○主事（馬場俊輝君）

そのように思っていただいて、大丈夫です。 

○委員長（喜々津英世委員）

安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）

それと、滞納に関すること、ちょっと言わしていただきたいんですけれども。私も監

査委員してるんですけど、前任の監査委員の方からいろいろ指摘があって強制退去させ

たというケースもございました。３ヶ月以上滞納すると、退去を命じるですかね、して

もらうことができるんですけれども、現状どうでしょうか、長期滞納もいるというふう

には私も知ってるんですけれども、そういった方への、いわゆる、前回のようなことを

未然に防ぐための対応ですね、あそこまで数百万、確か２００万程度積み重なったと思

うんですよね。そういったことを、今後起こらないためにですね、また当然先ほどの本

当に困窮されている希望される方に入居していただくのが一番有効な税金の使い方じゃ

ないかなと思うんですけれども、そこのところの対応を現状どのようにされているか、

その点を最後にお願いします。 

○委員長（喜々津英世委員）

馬場主事。 

○主事（馬場俊輝君）

お答えいたします。まず町営住宅ですね、こちらが低所得者、あと住宅に困窮されて

る方向けの住宅というところがあります。条例どおり当てはめていくと、３ヶ月以上滞

納があれば退去させることができるというふうな条文がございます。これを片っ端から

町営住宅の方に当てはめてですね、退去させるというところは現状のところやっており

ません。町営住宅はやはり福祉的な面がございまして、もう最終的に流れついた方がや

っぱり住まれてることが多いです。町営住宅を追い出されるとホームレスになってしま

うとか、そういった極限の状態の方もいらっしゃいますので、一時的に３ヶ月というこ

とで当てはめての退去をさせるということはしておりません。ただ、もう３ヶ月以上滞

納というのも以前から昔からの積み重ねでですね、１００万円滞納されてる方もいらっ

しゃいます。この方が、もし、今分納のお約束をしてて、どんどん滞納を減らしていた

だくように進んでるんですけれども、こちらが履行不能になった場合とかはこの条例に

当てはめてですね、最終的には退去の判断もでてくるのかなと思います。一方で新しく

入居された方ですね、こちらで３ヶ月以上滞納してる方っていうのは、現在のところい

ません。 

○委員長（喜々津英世委員）



安藤委員。 

○委員（安藤克彦委員）

私も一概にその規則に当てはめて退去させろっていうんではなくて、皆さんが１番現

場でですね、直接顔を合わせてらっしゃるので、１番その生活全てが分かるかどうか分

かりませんけど、その方々っていうのが１番理解できると思うんですよね。突発的な収

入、仕事を失ったりとか、あるいは病気をしたりとかそういったケースも多々あると思

います。ですので、されてると思うんですけれども、顔をつき合わせた対応という、な

かなかちょっとここもね、滞納者には厳しい部分があるのかもしれませんけれども、そ

こをもう一度、最後にお約束していただいて終わりたいと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

日名子課長補佐。 

○課長補佐（日名子達也君）

ただいまの分について解答いたします。今後もですね、滞納者の方、それと現年の分

のちょっとお支払いが滞ってる方、これについては分けてですね、滞納者が増えないよ

うな形でですね、また、訪問をして、それで滞ってる方にお話を聞きながらですね、今

後もですね、金額が増えないような形で進めていきたいというふうに考えております。

以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

中村委員。 

○委員（中村美穂委員）

１３９ページの町道等維持補修工事費８,６００万円ですかね、この工事費は、もう

既にこことここをまずやるっていう場所が決まっているのかどうか、全てのところのが

決まっている予算ではないかとは思うんですけれども、決まっていれば教えていただけ

ればと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

濱課長。 

○管理課長（濱伸二君）

この８,６００万円の内訳ですが、北部法面の補修と皆前の排水路、そこの橋梁の関

係で道路が上がる分に対しての皆前地区のそこが流れが悪いというところの改修を今の

ところ計上して、あとにつきましては、通常のカラー舗装ですね、カラー舗装が２路線、

その分が箇所としては決まっております。あとについては通常の維持管理の分だという

ことです。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

質問しますので、委員長交代します。 

○副委員長（中村美穂委員）

質疑はありませんか。 



喜々津委員。 

○委員長（喜々津英世委員）

さっきの町営住宅の件けども、例年４月に収入状況を報告をしてもらって見直しをす

る。まあ、大して前年度に対して収入がものすごく良くなったとかいうのはあまりない

かもしれんけども、そういう家賃と言いますかね、家賃の変更があった時は保証人さん

まで通知をするようにといったことを指摘しとったことがあったかと思うんですが、そ

こら辺は履行してるのかしてないのか。それと、家賃の滞納があった時に、基本的には

３ヶ月以上というものは新しいものはないのということなんですけども、特にその古い

やつは別としても、新しく３ヶ月以上延滞が発生したとかいう場合には、当然、入居に

当たって保証人がおるわけですから、保証人にも通知をすると、それをしとかんともう

何年も経ってからどうしても払わないので、あなた払ってくださいよと言っても、それ

は今度は保証義務がね、裁判所は免れるという結果が判例もあるので、やはりそこはき

ちっと守って仕事をしていかんと条例上では３ヶ月以上滞納した場合では退去を命ずる

ことができると町長の権限でなっとるわけですから、いきなりそこを条例はなっとるか

らと言いながらも、回収努力をしたのかどうかというのが問われてくるのでね、そうい

う手続きをきちっと踏んでもらわんといかんと。そういう部分は最近はどうしておるの

か、ちょっと教えてください。 

○副委員長（中村美穂委員）

馬場主事。 

○主事（馬場俊輝君）

まず家賃の価格面について連帯保証人さんに報告をしているかという点なんですけれ

ども、そちらに関しては、行っておりません。滞納の３ヶ月以上の場合ですね、どのよ

うな対応をしてるかっていうと、まず督促状ということで、額が幾らになっていてどれ

だけ滞納があるので、ある程度２週間なら２週間ですね、期間を設けて、一括でお支払

いくださいという督促状を送っております。そこの文面の中に何ら連絡をされなかった

りとか、納められなかった場合は、連帯保証人様に通知をさせていただきますというこ

とで書かせていただいております。そのままその滞納者の方が放置をされた場合ですね、

連帯保証人さんの方にですね、入居者の方が滞納されていて今現在お支払いがないです

と、金額は幾らです、入居者の方と話し合って支払うように指導をしてくださいという

ような通知を行っております。それでもなければですね、連帯保証人様に請求だったり

とかお客様、入居者の方にですね、更に督促を送ったりとかして、でもそれでもなけれ

ばもう最終的には裁判になるのかなというような形です。以上です。 

○副委員長（中村美穂委員）

喜々津委員。 

○委員長（喜々津英世委員）

今、答弁をされたようなことをね、手続きをしっかり守ってやっていただければ、こ



の前みたいに何百万も滞納してね、裁判までするということはならんわけですから、是

非これはしっかり守っていただきたい。それと今裁判の話しましたけれども、最終的に

これが今どういう経過で進んでおるのか、勝訴はした。明渡しもした、それで現実に明

渡しがなされておるのかどうか、そこら辺はその後は聞いてませんので教えてください。 

○副委員長（中村美穂委員）

日名子課長補佐。 

○課長補佐（日名子達也君）

退去していただいたところにつきましてはですね、現在もう明渡しはしていただいて

おります。建物については明渡しをしていただきまして、残りの分の引渡しをしていた

だきまして、新しく前回の抽選の時にですね、そこの分については入居、新しい方に入

居をしていただいております。以上です。 

○副委員長（中村美穂委員）

喜々津委員。 

○委員長（喜々津英世委員）

そうすると、もう１つの訴訟、訴訟と言うかな、あれは始めたんですかね、請求、家

賃の何百万という請求残っとるわけですから、それの請求についての方の手続はどうな

っておるのか。 

○副委員長（中村美穂委員）

日名子課長補佐。 

○課長補佐（日名子達也君）

滞納分の家賃につきましてお答えをいたします。家賃につきましては、現在今ちょう

ど１年、退去していただいて約１年ぐらいが経過をしているところです。今新しい所に

お住まいをしていただきまして、住所も当然分かっておるところでございます。で、あ

の、生活のサイクルとしても約１年、今経過をしてますので、やっとですね、落ち着い

て生活をされてるのかなというところでありますので、今後は関係機関、福祉事務所で

すかね。こちらの方とも連携をしながらですね、今度お会いをして話を進めていきたい

というふうに考えております。以上です。 

○副委員長（中村美穂委員）

委員長交代します。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。総括的にありませんか。 

質疑なしと認めます。これで、管理課所管の質疑を終わります。 

場内の時計で１５時１０分まで休憩いたします。 

（休憩 １４時５３分～１５時１０分） 

○委員長（喜々津英世委員）

それでは休憩前に引き続き、委員会審査を行います。これから、都市整備課所管を行



います。議案の説明を求めます。 

松邨課長。 

○都市整備課長（松邨清茂君）

はい、それでは議案第１８号都市整備課所管に係る平成２８年度一般会計当初予算に

ついてご説明申し上げます。予算書の８ページをお開き願います。第２表の地方債でご

ざいます。都市整備課所管につきましては、土地区画整理事業１億１２０万円、街路事

業２億９,５００万円、市街地整備総合交付金事業１,７８０万円でございます。これは

国庫補助に対する起債分でございます。続きまして、一般会計予算に関する説明書１４

ページ、１５ページをお開き願います。１２款１項５目土木使用料、２節都市計画使用

料ですが１,２４６万９,０００円のうち、都市整備所管分といたしまして説明欄の上段、

公園占用料６２万７,０００円、と下から４段目の中尾城公園使用料７２万円、それと

下段部の都市公園使用料１,０００円、潮井崎交流館施設使用料２万円で合計１３６万

８,０００円でございます。 

続きまして１８ページ、１９ページをお開きください。１３款２項４目土木費国庫補

助金ですが、都市整備課所管分といたしましては２節と３節でございます。２節の都市

計画費補助金として活力創出基盤総合交付金の３億８,５００万を計上しております。

これは歳出、後ほどご説明いたしますけれども、歳出の１４４、１４５ページの８款５

項４目１５節街路整備事業へ充当する交付金でございます。また、２０ページ、２１ペ

ージ上段の３節、市街地整備総合交付金の１,３２０万円でございますけれども、これ

は公園整備事業費の交付金です。百合野児童公園の面的整備に係るものでございます。

これも同様に歳出の１４６、１４７ページの８款５項５目１５節、工事請負費４,３０

０万円のうち３,３００万円に対する交付金でございます。続いて２６ページ、２７ペ

ージをご覧ください。１４款３項６目土木費委託金ですが、都市整備課所管分といたし

ましては２節港湾緑地管理委託金と、３節都市計画費委託金でございます。２節の港湾

費委託金でございますが、説明欄中段の港湾緑地管理委託金４７万３,０００円でござ

います。これは長崎県からの委託金でありますが、ふれあい広場横の砂揚場との境に緩

衝帯として設置しております白髭公園の管理に対するものでございます。３節の都市計

画費委託金１,０００円につきましては、都市計画法に基づく許認可事務の権限移譲交

付金でございます。続きまして、３０ページ、３１ページをお開きください。１７款１

項３目土地区画整理事業特別会計繰入金でございますが、高田南土地区画整理事業での

保留地処分金を特別会計から一般会計に繰り入れするものでございます。 

続きまして、３２、３３ページをお開きください。１９款、下の方ですね、１９款５

項１目１節雑入ですが、説明欄の中段の清涼飲料水自動販売機設置使用料、３３１万３,

０００円のうち、都市整備課所管分といたしましては８台分の設置使用料として５７万

６,０００円、下から２段目の各種施設電話使用料５,０００円のうち都市整備課所管分

としましては、潮井崎交流館と中尾城公園分の１,０００円を計上しております。 



次のページ、上から３段目の都市計画地図売払収入といたしまして５万円を計上して

おります。説明欄中段のやや上、中尾城公園施設利用者生涯保険料精算金として、１,

０００円を計上しております。以上が、都市整備課所管分の雑入として６２万８,００

０円を計上しております。続きまして２０款１項１目、下の方です。土木債の１節都市

計画事業債でございますが、土地区画整理事業充当起債として１億１２０万円、街路事

業充当起債として２億９,５００万円を計上しております。これは、これも後ほどご説

明いたしますけれども、歳出の１４２ページ、１４３ページの８款５項２目土地区画整

理事業の２８節、土地区画整理事業特別会計への繰出金に相当するものでございます。

それと地方債とその下、街路事業充当起債として、２億９,５００万を計上しておりま

す。これも１４４ページ、１４５ページの８款５項４目、街路事業に相当するものでご

ざいます。 

次のページをお開きください。２節の市街地整備総合交付金事業債につきましては、

公園整備事業充当起債といたしまして、百合野児童公園の面的整備に係る起債として１,

７８０万円を計上しております。歳入は以上でございます。都市整備課所管の歳入の総

計は８億１,４６７万１,０００円となります。 

続きまして、歳出でございます。１３６ページ、１３７ページをお開きください。８

款２項１目道路橋梁総務費でございますが、９節旅費１１節需要費１３節委託料、１４

節使用料及び賃借料１９節負担金補助及び交付金につきましてはいずれも経常的経費で

ございます。以上が道路橋梁総務費、歳出合計１４９万３,０００円で計上をしており

ます。 

続きまして、１３８ページ、１３９ページをお開きください。８款２項３目道路新設

改良費でございますが、９節旅費、１１節需用費、１６節原材料につきましては経常的

経費でございます。１２節の役務費４０万円につきましては、道路改良事業における土

地鑑定手数料を計上しております。１５節工事請負費３００万円は、道路改良工事費と

して計上しております。以上が、道路新設改良費歳出合計３０９万５,０００円を計上

しております。 

続きまして、１４２ページ、１４３ページをお開きください。８節５項１目都市計画

総務費でございます。１節報酬１６万９,０００円は、都市計画審議会開催にかかる委

員報酬として計上しております。次に、２節給料、３節職員手当、４節共済費につきま

しては、職員７名分に相当する人件費４,８９７万７,０００円を計上しております。７

節賃金、９節旅費、１１節需用費につきましては経常的経費として計上しております。

１４節委託料の４００万円は、都市計画道路西高田線の都市計画変更認可変更図書等の

作成業務の委託料を計上しております。１４節使用料及び賃借料、１９節負担金補助及

び交付金につきましては経常的経費でございます。以上が都市計画総務費の歳出合計５,

４４３万４,０００円でございます。 

続いて、２目土地区画整理費、１９節負担金補助及び交付金９万４,０００円は、ま



ちづくり区画整理協会負担金としての経常的経費でございます。２８節繰出金３億５,

４２１万４,０００円は、長与町土地区画整理事業特別会計への繰出金として計上して

おります。これは補助裏負担分、地域開発事業債償還金及び人件費等に対する繰出金で

ございます。以上が、土地区画整理費の歳出合計３億５,４３０万８,０００円でござい

ます。続きまして、４目街路事業費でございます。次ページにまたがります、９節旅費

及び１１節需用費は街路事業に伴う経常的経費でございます。１２節役務費、１１５万

４,０００円は主に土地鑑定手数料と上下水道に係る検査手数料として計上しておりま

す。１３節委託料５００万円は、橋梁建設及び県道拡幅に伴う物件調査２件でございま

す。１４節使用料及び賃借料９６万円としましては、西高田線の切土工事に伴い隣接す

る通称アップルタウンとの境に接造している箇所で、Ｈ鋼の防護柵にかかる賃借料を計

上しております。１５節工事請負費６億４,６００万円は、都市計画道路西高田線街路

整備工事に係る費用でございます。１７節公有財産購入費１,０００万円につきまして

は、県道拡幅に伴う用地購入費でございます。１９節負担金補助及び交付金２,８８１

万円でございますが、これは県事業で行っています高田線と吉無田三根線の改良事業費

に相当する都市計画道路事業地元負担金２,８８０万円、及び都市計画街路事業促進協

議会会費１万円でございます。２２節補償補てん及び賠償金、９,３００万円でござい

ますが、橋梁建設及び県道拡幅に伴う補償１３件分を計上しております。以上が街路事

業の歳出計の７億８,５２６万１,０００円でございます。続きまして、５目公園緑地管

理費でございます。１４４ページから１４７ページにまたがります。９節旅費は経常的

経費でございます。１１節需用費の１,５７８万２,０００円でございますが、公園管理

に伴う経常的経費でございまして、説明欄の消耗品５８４万２,０００円の内訳といた

しましては、中尾城公園及びその他の公園の管理消耗品費、植樹祭等の花の苗、花いっ

ぱい運動時、これは２回やってるんですけれども、これの花の苗約３万６,０００円分

も計上しております。その他、各公園の維持管理に要する費用を計上しております。１

２節役務費の１８１万６,０００円についても経常的経費でございまして、下から２段

目の総合保険の１６０万６,０００円は中尾城公園の入園者、植樹祭等の参加者の傷害

保険料に要する経費でございます。１３節委託料、３,８０２万５,０００円の内訳でご

ざいますが、各公園のトイレの清掃、これは主にシルバー人材センターへ委託をお願い

しておりまして、管理委託料として４３３万２,０００円。公園の剪定等委託料といた

しまして８９万４,０００円、公園の砂場検査委託料として３７万８,０００円、中尾城

公園の保守点検委託料として６９万３,０００円、各公園の施設管理、中尾城公園施設

管理、潮井崎公園施設管理として３,０９８万７,０００円、潮井崎公園の警備委託料１

５万６,０００円、看板作成業務として１０万円、植栽の管理委託料として４８万５,０

００円でございます。１４節、使用料及び賃借料６９３万６,０００円でございますが、

主なものとしましては１１ヶ所の借地公園の借地料でございます。１５節工事請負費の

４,３００万円は、経常的経費と公園の維持管理補修に要する費用１,０００万円と、歳



入でも申しました百合野児童公園の面的整備費３,３００万円でございます。１６節原

材料の８０万円は、施設整備に要する補修材料費でございます。１８節備品購入費の３

０万円でございますが、草刈機発電機等の購入費でございます。１９節負担金、補助及

び交付金の７万８,０００円は、公園に関連した協会費及び負担金でございます。以上

が、公園緑地管理費の歳出額１億６７９万８,０００円を計上しております。 

最後に、災害復旧費でございます。１９０ページから１９１ページをご覧ください。

１１款２項１目道路等災害復旧費でございます。９節旅費、１１節需用費、１９節負担

金、補てん及び賠償金は経常的経費でございます。１３節委託料３５０万円は、災害発

生時の復旧工事設計委託でございます。１４節使用料及び賃借料２０万円は、工事用機

械及び自動車借上料でございます。１５節工事請負費の３００万円は、災害復旧時の工

事費と計上しております。以上が災害復旧費６９０万円の内訳でございます。ただいま、

ご説明申し上げた歳出の合計は人件費を除き、１２億６,４１２万２,０００円でござい

ます。続きまして、主要な施策に関する説明の方でございます。都市整備課所管分とし

ましては１９ページ、２０ページをお開きください。８款５項２目高田南土地区画整理

事業費でございますが、特別会計の繰出金として、３億５,４２１万４,０００円を計上

しております。この内訳といたしましては地方債１億１,２００万円、一般財源２億５,

３０１万４,０００円、合計の３億５,４２１万４,０００円で、主に補助裏相当分とし

て一般会計から特別会計の繰出す金額でございます。４目の街路事業費ですが、街路事

業地元負担金におきましては県事業における２路線の改良工事を行っています。それと

同じく街路事業西高田線ですが、橋梁工事に伴う上部工、県道、町道の交差点改良、照

明、切土工事で合計７億５,６４１万４,０００円でございます。５目の公園緑地管理費

におきましては、都市再生整備計画事業により百合野児童公園の面的整備工事を行う予

定でございます。以上で都市整備課所管分の説明を終わります。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○委員長（喜々津英世委員）

説明が終わりましたので、これから質疑を行います。まず、歳入ですが１８、１９ペ

ージをお開きください。すいません、１４ページ、１５ページ、中ほどの土木使用料の

１節５４９万、それから２節の都市計画使用料のうち、ごめんなさい、２節の公園占有

料、中尾城公園使用料、都市公園使用料、潮井崎交流館施設使用料、これがトータルで

１３６万８,０００円が都市整備課所管ですね。次、１８、１９の１番下の２節都市計

画費補助金３億８,５００万、いいですね。次に２０、２１の１番上段、３節１,３２０

万、百合野公園分ですね。あとで歳出もでてまいりますので。 

それでは次に、２６、２７、１４款３項６目２節の港湾緑地、管理委託金４７万３,

０００円分が都市整備課所管です。いいですか。 

次に３０、３１ページ、１７款１項３目の１節は存目計上です。次、３２、３３ペー

ジ、雑入ですが、下から４番目、自動販売機の使用料ですね。都市整備課分が５７万６,



０００円、それと電話使用料、下から２番目。これが１,０００円だったかな、存目で

すね。次のページ、３４、３５、上から３番目、都市計画地図売払収入ですね、５万円。

それから、中尾城公園施設利用者障害保険精算金、これは存目計上です。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

この中尾城公園施設利用者傷害保険料精算金ですけれども、現在までに数字がもしわ

かってれば、何件ぐらいがこの保険料の関わったといいますか、保険の適用になったの

か、分かるでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

松邨課長。 

○都市整備課長（松邨清茂君）

はい、これは精算金の１,０００円っていうのは、１年間、前年度かけとって、何も

使用、事故とか、そういったことがなかったらば、そこの中で共済費みたいな感じで、

お金が少し返ってくるんです。その分の存目の計上でございます。で、年間１件で、事

故とかそこの施設を利用されとって、怪我とかそういったところで保険を使われたのは、

１件とかそういうレベルでございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

はい、他にありませんか。 

３４、３５の１番下ですね。土木債３億９,６２０万。これも後で、歳出の方でもあ

りますので。３６、３７の１番上、１,７８０万ですね。いいですか。 

歳出にいきます、１３６、１３７、８款２項１目、次のページの１番上段、１９節ま

でが道路橋梁総務費です。ここで、何かありましたらどうぞ。いいですか。 

はい、次、１３８、１３９、２目、３目です、ごめんなさい。いいですか。 

はい次、１４２、１４３、８款５項１目都市計画総務費ですね、いいですか。 

じゃ、２目と４目も一緒に、ありましたらどうぞ。はい、次のページが４目の続きに

なりますが、中段まで。いいですか。じゃ、５目８款５項５目。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員）

多分ここだと思うので、中尾城公園のことに関してお聞きします。ここでいいんです

よね、公園ですね。今現在ですね、スパイラルスライダーでしたっけ、が使用中止で改

修点検のためということで、で、今回それに関する物があまりないようなんですけども、

ここの使用自体を今検討しているのか、それともお金があれば改修をしてときちんとし

て、また利用可能ということで使うのか。そのあたりはどうなってるんでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

松邨課長。 

○都市整備課長（松邨清茂君）



はい、今のご質問でございますけれども確かに今、スパイラルスライダーは利用を停

止をしております。これは昨年の７月にちょっと事故がございまして、そこで小学校４

年生の子だったと思います。この子が滑っていて、ちょうどもうすぐ終わろうかなって

いうちょっと手前のカーブのところで、ちょっと左脚の大腿部のところをちょっと骨折

いたしまして、事故があってます。で、その件で改修ができないかとかですね、そうい

ったところちょっとメーカーとか問い合わせて検討してます。おまけに施設自体がもう

２０年を経過しております。で、そのスライダー自体はステンレスでできてますんで、

表面の錆びとかそういったところはちょっとないんですけれども、どうしてもちょっと、

子供たちが滑った時にちょっとスピードが出すぎたりとか、ちょっと恐怖心があったり

とか、スピードが出てちょっと恐怖心があるっていうところまで遊具の役割だろうと思

うんです。ただしそこを限度を超えた時に、どうしても事故とかこうつながっているよ

うでございまして全国からすれば撤廃とか、何か事故があったらすぐ撤廃とか、こうい

った形になって公園の遊具がなくなってきてるのも皆さんご存知のとおりでございます。

しかし、子供たちがそうやって機会、そういったとこちょっと危ないねと怖いねとかそ

のぎりぎりのところぐらいで何とか利用できないかっていうのも今全国的な、動きもご

ざいます。ただし、そこでやっぱり致命的な事故とかあった場合に管理者といたしまし

ては、非常に辛いものがございます。何もなかったら子供たちは事故がなくて楽しく遊

べるのに、骨折すればもう１ヶ月はやっぱり松葉杖とかそういった状況になりますので、

何とか改修をして、改修という内容がちょっと恐怖心があるとかスピードが出すぎるの

抑えるために、そのスパイラルの螺旋状で降りてくるんですよ。これを何とか解消でき

ないかっていうのをちょっと検討はしてるんです。ところが現状がステンレスなので、

ステンレスでおまけに３次元の曲線のカーブを描いた品物で、なかなか難しいんです。

現場の方で、そのまま改修できるという品物じゃないんです。工場の方である程度加工

をして、今の現状に合ったところでもう、ミリ単位とまで言いませんけれども、そうい

ったとこ、ステンレスって結構硬いのでその現場でくって捻ったりできないんです。だ

から、そういったところで専門の業者を探しておるところでございます。なかなかこれ

が見つからない。で、ステンレスをいっぱい扱ってる鉄鋼所とかもそういったところを

あたってるんですけれども、どうしても二の足を踏んでるっていうのが、現状でござい

ます。作成に関わりました設計屋さんとか、そこの作ったところの方のメーカーにも問

い合わせはしてるんです。ところがそこでもやっぱり、もう２０年も経っていうところ

で二の足を踏んだり現場で加工が難しいっていったところで、今現状止まってる状態で

ございます。だから今後は、それを思い切って改修するか、このままの状態で撤廃する

かのところをちょっと視野にいれながら、財政とも話をしながら、今後、進めていかな

くてはいけないかなと思うんですけれども、何せ改修するのに先ほど言いましたステン

レスの３次元曲線で作っていかなくちゃいけません。かなりの金額がかかりますんで、

当初作った時の金額とあまり変らない金額になるんじゃないかなと。一応見積もりをも



らったんですが、財政的な面もございまして、このまま施設を改修して、使用料てもう

ほんと僅かなんです。だから、そこでそれだけ入れて改修して費用対効果があるか、そ

のまま使って不安のままで私達も管理するのかっていうのもございまして、今、ちょっ

としばらく考える時間を置いていただいてるっていうのが現状でございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

金子委員。 

○委員（金子恵委員）

分かりました。それと、その中尾城公園に関してはですね、やっぱり皆からまずいろ

んな話を聞くのはあの赤い橋ですよね。あの赤い橋の維持していくためには何年かおき

に云千万というお金をかけて塗装をしないといけないということも含めてですね、そこ

は連結してるから、こっちの遊具がもしですね、撤廃となった場合、あの橋も撤廃とい

うことになるんですか。あそこはあそこなんですかね。はい、すいません。 

○委員長（喜々津英世委員）

松邨課長。 

○都市整備課長（松邨清茂君）

スパイラルスライダーはちょうど赤いブリッジの方の橋脚の方に、その中を螺旋状で

回ってきてるんで、スパイラルスライダーを取ったからといって、橋がなくなるわけで

はございません。ただし、先ほど言いましたスパイラルスライダーを撤去するにも費用

が相当かかるんです。足場を上まで全部組んで、全部切り落としながらクレーンで吊り

ながらっていう話になりますんで、そのまま残してて撤廃、要は、デザイン的なもので

もいいんじゃないかなと。先ほど言われとったエアロブリッジでございます。確かに、

もうそろそろ橋の色塗りをしなくてはいけないんです。当然、あの橋自体は鉄で出来て

ますんで、ある程度のスパンの中で錆び止めとか上塗りをしていかないと持ちません。

それも次回かその次の年度ぐらいにはもう頭に入れとって、予算を計上していかなくて

はいけないかなと思います。撤廃っていうのもそのエアロブリッジ自体を撤廃しようと

いうのはちょっと考えてないんですよ。何でかと言いますと、長与駅に下り立って１番

最初に見えるのが赤い橋。で、今も他の町以外の方たち、長与にあそこにあるエアロブ

リッジがあってスパイラルスライダーがあってとか、もうそういったイメージができて

ますんで、なかなか簡単に撤廃というのはどうかなと思います。ただし先ほど言いまし

たスライダーに関してはちょっと遊具的なものでございますんで、そこで維持管理とか

費用対効果を考えたらどうかなっていうのはあります。ただし、エアロブリッジに関し

ては、色を塗って、で床の板を順次張り替えながら、そうやって利用をしていこうかな

とはちょっと今考えておる次第でございます。 

○委員長（喜々津英世委員）

安部委員。 

○委員（安部都委員）



今の件のなんですけれども、今まで２０年経過してるというところで、昨年そういう

事故があって今後のスパイラルスライダーに関しては見通しが立たないっていうところ

でしょうけれども、今までこういうその事故がなかったのかどうなのか、初めての事故

だったのかということで１点。それから、その怪我をされて骨折された方にはやっぱり

賠償問題とか病院代とかいうのがそういう関係があったのかですね、そこのところはい

かがでしょうか。 

○委員長（喜々津英世委員）

松邨課長。 

○都市整備課長（松邨清茂君）

はい、確かに、過去も事故はあってます。で、先ほど言いました事故があってる箇所

って、ある程度特定ができてるんです。１番上から下まで６０メートルぐらいを滑って

くるんですけども、下から約１０メートルぐらいの間の所で１番事故が起きてる。件数

的にいけば、先ほど言いました１年間に１件じゃないけど、ちょっと調べましたら、１

０件ほどあってます。で、当然その中にも骨折から擦り傷、擦り傷はちょっと度外視を

しまして、骨折系の事故が１０件程度あります。だから、私達もその子供たちの滑り方

もういろいろこう注意はしてるんです。あそこにも看板を立てて、うちの係員の人がお

られてこうしてるんです。で、そこの中でも、１回、１番最初は、年齢制限とか身長制

限もなしで全てフリーだった。で、ちょっと事故が頻繁して５年か４年ぐらいじゃなか

ったかな、小学生以上っていったところ一端制限を設けたみたいです。その後、私が都

市整備に来た２６年４月の時にもちょっと事故がありまして、来てすぐですね、そこで

もうちょっと大々的に改修をしようかといったところからそれからもうずっと考えては

いたんです。その後、身長制限と学年制限を設けました。それでも今回、昨年、ちょっ

と事故があったんで、これはちょっともう根本的に変えなくてはいけないという形で今

の状態でございます。それともう１つは、この施設で事故が起きた場合、どうしても損

害賠償とか慰謝料とかございます。こちらの方につきましては、公園の先ほど言いまし

た施設賠償責任保険というのに入ってます。だから、そこである程度の治療費とか慰謝

料とかそういったところは保険会社からは出るようにはなってます。 

○委員長（喜々津英世委員）

安部委員。 

○委員（安部都委員）

私も子どもが小さい頃、１回、あれが出来たはなに滑ったことあるんですけども、滅

茶苦茶お尻が痛くて挟まれる感じで、大変ものすごいスピードだったんですね。やっぱ

りそういう事故がたくさんいろいろ起きてたら、やっぱり本当今後考えるべきなのかな

というところはありますけど、そしてまたもう１つ、ロープウェイの方がありますよね。

何て言うのかな。モノレール。モノレールですか、モノレール乗らせていただいたんで

すが、モノレールを乗った所の１番上の所に、降りた所に、ちょうど上から降りてくる



所の、ボタンを開けないと下の係員を呼べないところがありますよね。ありますね。そ

こがですね、一応表示はしてあるんですが、ボタンの位置が全く分からなくて、非常に

難しかったというところで、そのボタンのここですよ、というよう表示がないとですね、

多分あれ、引くのか押すのかどうするのか、回すのか分からない状態だったので、もし

よかったらそこのところもちょっと見ていただければという、改善していただければと

思います。はい。 

○委員長（喜々津英世委員）

松邨課長。 

○都市整備課長（松邨清茂君）

はい、滑り台で滑っていただいて、感覚的にはお分かりになったと思うんです。スラ

イダーの中に、大人が滑れば、お尻が挟まれたと言われるんですけど、お尻が挟まれる

間は事故はないんです。子供たちは、お尻小さい。で身長もちょっと低い。だからそこ

でちょっとスピードとカーブとございますので、そこと幅がちょっとあり過ぎますんで、

そこで子供たちがその中で遊ぶような格好になるんです。滑りながら。だからこれがち

ょっと危険だということで、何とか改良したいとは考えているのが１つです。もう１つ、

スロープカーの話、モノレールですね。この件につきましては確かに上の方に行って、

ボタンが押しづらいとかもしそういうのがあれば、ボタンここですよ、押してください、

とかそういった看板作るのは簡単でございます。ただし、ただし、モノレールもちょっ

とも経過し過ぎているんです。で、今も毎年機械面に関して、当然ブレーキ関係は毎年

定期点検をしながら主要な部品は全部交換をしていってるんです。で、その物の自体も

ちょっと古くなって、車自体はもう交換しなくてはいけないという時期も来てますし、

耐用年数からすればもうちょっと過ぎてるんで、そのモノレールに変わるもの、以前の

議会でもちょっとお話をしましたけれども、古くなった施設は、このまま維持できるの

かっていうんじゃなくって、もし撤廃とかそういったところがあれば、考えてもいい時

期に来てるんです。だから、残したいものは残す。で、これでもう町として維持管理費

にちょっとお金が掛かりすぎるんであれば、撤廃もいいんではないかっていうのを答弁

を申し上げておりますんで、その件も含めたところで、理事者の方とか相談をしながら

撤廃修理っていうのは考えておりますんで先ほど言われたちょっと見にくいところはち

ょっと改良する余地はあるんですが、ちょっとあの、その施設自体も、もういろんな方

向に変えようって、ちょっと考えてる最中でございますんで、ちょっと暫く時間を頂け

ないかなと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

はい、他に。 

はい、山口委員。 

○委員（山口憲一郎委員）

今のモノレールに関連です。前回私が一般質問させていだだきまして、今のような答



弁が返ってわけでございますけども、思いとして、また何か変るものということで、ち

ょっと具体的な名前も出たんですけども、やはりこういろいろな人から聞けばですね、

年寄りだけじゃない、子供さん達もやっぱり楽しみにしとるという意味合いからですね、

やっぱりこう維持していただきたいなという声もたくさんは個人的ですので聞きません

けれども、そういったその踏まえながらですね、やっぱり新しいことも考えておられる

か分かりませんけども、今の答弁ではどうでしょうかと言っても、答えは一緒だろうと

思いますけども、私が質問した時からして一歩でも幾らかでもそういう話が進んでいる

のか、お伺いいたします。 

○委員長（喜々津英世委員）

松邨課長。 

○都市整備課長（松邨清茂君）

当然中尾城公園につきましてはモノレール、スロープカーですね、これに乗って楽し

いっていうのも１つはございます。そこがちょうど高台なので、何かイベントがあった

時にお年寄りとか体がちょっと不自由な方達はそっちのモノレールとか使って上に上が

っていただくっていう１つの目的もございます。だから、モノレールに関してはこれを

撤廃する場合は何か代替のものを置こうとは思っております。だから、現在のところ一

般質問の時にもちょっとお話をしましたけれども、ゴルフ用の乗用カートとかそういっ

た形をちょっと考えはしてるんです。で、あとはどういった運行体制にしようかとかで

すね、そういったところもございます。今回、その予算の方はちょっと計上はしており

ません。これは一般質問じゃなくて議案の提案の時もご説明があったかと思いますけど

も、あくまでも骨格予算でございまして、財政の方とか理事者の方には話は通してるん

です。だから、モノレールの方が、ちょっともう危なくなる前に変えたいというのは意

向を私たちは申し上げておりますんで、その分で替わるものとして先ほど言いました乗

用カートみたいな形で変えれればいいかなと思います。テストもしました。テスト運転

もしてあの坂を上っていきました。で、十分上っていける力はございます。で、電動で

すので、ブレーキはかかるんです。回生ブレーキになってますんでそれを発電しながら

ブレーキに、ハイブリッドと同じですね。だからそういった形でブレーキも効きますん

で、何とかそれが導入できないかっていったところまではいってるというのでご了承頂

ければと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

今の質疑はだいたい１４６、１４７まで含めたところで質疑があったというふうに思

っております。ここで、何かありませんか。 

堤委員。 

○委員（堤理志委員）

工事請負費のところで公園整備工事費ですね、本会議の中では百合野児童公園それか

ら健康遊具についてもっていうような話があったと思うんですが、健康遊具がもしここ



で検討されているんであれば、町としてどういうふうなですね、例えばどういった場所

にどういうふうな形で整備しようという計画があればですね、お聞きしたいと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

松邨課長。 

○都市整備課長（松邨清茂君）

ちょうど前回の一般質問の中で、堤委員さんの方で健康遊具を設置したらいかがかっ

ていうご質問があったと思います。ちょうど百合野児童公園の面的整備の改修を控えて

たんで、ここの中に当然子供たちの遊具と融合して、健康遊具を設置しようという考え

はございます。だから、今回ここの百合野児童公園におきましてグラウンドの整備を始

め、トイレとか健康遊具の設置は考えております。ただし、これも補助対象とかもいろ

いろこうございますんで、今検討してるのが健康遊具３基をちょっと考えはしてます。

ちょっと金額が高いものとかも使いづらいとかこういろいろあるんです。健康遊具だか

らといって、大人が使うとは限らないんです。そこに管理人がおるわけじゃないんです。

だから、子供たちも使う恐れがあるんです。１番問題なのが大人が使うその健康遊具を

使って子供たちが怪我をした時、先ほど怪我の話をちょっとしましたけども、ある程度

町としてもリスクの管理をしながら、そこでリスクを負わないような形を持っとかない

と、私たちもそこにずっとはまって見てるわけじゃないんで、一般的に危なくないよう

な健康遊具を、一般的なやつしかまずおけないと思うんです。大都会の方で健康遊具、

今、堤さんがご存知だろうと思いますけど、結構何十基と置かれてされてる公園も確か

にあるようでございます。ただしここにはそこのインストラクターというのがおられて、

こういった使い方こういった回数でとか、そういった指導者がおる場合は大きないろん

な難しい健康遊具も置かれていいのかなと思います。一般的に児童公園であれば、さほ

ど危なくないようなところでないとうちとしてもちょっと保証ができないんで、そうい

ったところを考えております。簡単に言えば、身体を延ばしたりとか、ぶら下がったり

とか、背骨を延ばしたりとか、そういったところをちょっと検討はしております。 

○委員長（喜々津英世委員）

いいですか。はい。では次、１９０、１９１、災害復旧費は１１款２項１目、ここで

ありましたらどうぞ。いいですか。はい、それでは、歳入歳出あわせて何かありました

ら質疑をしてもらいたいと思います。ありませんか。いいですか。 

岩永委員。 

○委員（岩永政則委員）

１４２ページのですね、土地区画整理費、これで従来ですね、一般会計からの繰出金

は約６億前後５か６億ですね、ずっとしてきたわけですね。ところが今年なってここに

書いてますように３億５,４３０万８,０００円、これもう半減をしておるわけですね。

それで、特にあの区画整理の特別会計のこの予算もですね、見ますと事業費で約８億、

昨年がですね。今年が約３億ちょっとですね、特別会計の。そうしますとね、今何を言



いたいかといいますと、この区画整理高田南がですね、予定どおり３２年の目標のです

ね、完成年度に益々ですね、遠ざかっていくということがですね、これ明確だろうと、

８億の事業が３億に縮まったらですね、これ進むはずが、進捗あるはずがないですね。

そういう面からこの前、財務のその予算の審議の時に、この事業の内容については所管

で聞くけれども予算を持ってる総務部長の意見はどうかということで確認をいたしまし

た。そしたらですね、所管と十分協議をしていると、でお願いをしているというような

ですね、答弁がありました。したがって、今度は所管のですね、部長以下が来ておられ

ますので、果たしてこの３億でですね、事業がその予定どおりいこうと考えておられる

のかね、何故半額になってしまったのか、いうようなことの経緯をですね、まずそのお

聞かせをいただきたいというふうに思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

松邨課長。 

○都市整備課長（松邨清茂君）

はい、今岩永委員さんが言われたとおり、昨年の当初からすれば、昨年の当初が約６

億、今年が３億５,０００万で約半額近い金額なってます。で、うちの方もヒアリング

を受ける時にはこれより大きい金額で要望はしてるんです。ただし、２８年度に関しま

しては、西高田線の都市計画道路西高田線、これをある程度新設区間の分、北陽台高校

のバス停の所までの間に結構事業費がかかってきます。で、国の配分につきましても、

ちょっとここ何年かの間、無茶苦茶低いんですね。要望しているところの３割程度しか、

要望がないんです。そこの中でうちも西高田線の方をちょっと早くちょっともう危ない

んで、そこをちょっと重点的に２８年度は何とかっていう形でしておるのは、そういっ

た経緯はございます。ただし、予算のヒアリングの時にも高田南をこのまま置いていく

にはいかない、何とか私たちも早期完成がもう見えるようにしたい、早く終わらせたい

じゃなくて、その時期が、終わる時期が見えるように住民の方にもこうしていきたいん

でっていう形で要望しておりますんで、今回骨格予算という形でこういった金額になっ

てはございますけれども、財政の方につきましては、もし要望額、国の方の内示がつけ

ばすぐ増額できるような、準備はしていただいておるんです。だから、何とかここ、国

の補正でも配分でも多ければここの金額は増やす準備はしてございますんで財政の方に

も、その分はお話をしております。 

○委員長（喜々津英世委員）

岩永委員。 

○委員（岩永政則委員）

西高田線がですね、事業費が伸びて、確かに約６億ぐらいになっておりましたかね。

そちらには重点だということはよく私も理解をいたすわけですが、ただその何十年もで

すね、この約５億ないし、私がおる時もですね、約５億をベースに振興計画でもですね、

一般会計の繰出しを５億ベースということでしてきたわけなんですけども、それがずっ



ときてですね、急に今年にね、ぽっと半額ぐらいに下がってしまっていると、これは言

えんも言えんだろうっていうふうに感じておるわけですね。したがって今課長が言われ

るように、この動向によってですね、補正も考えているというようなことであればです

ね、両方私も先ほど言いますように、総務部長の見解と、まだ部長の見解を聞いており

ませんが、所管のね、課長の考え方もよくわかったわけですけれども、できるだけ、こ

の西高田線は当然ながらですね、進めていく必要があるけれども、高田南はですね、引

くに引かれない現実になっておるわけですのでね、このあたり、部長以下ですね、力を

入れてですね、予算確保に努力を一層ですね、する必要があるんじゃないかというふう

に思っております。最後に部長の見解を聞いて終わりたいと思います。 

○委員長（喜々津英世委員）

森部長。 

○建設部長（森浩平君）

今、委員さんおっしゃるとおりなんですが、うちの方も当初の時には財政とのヒアリ

ングを行います。その中で課長が申し上げましたように、今度、補助がどのくらいつく

か、それに対する補助裏をどれだけ持ってこれるか、財政ともお話をしてますので、６

月ごろだと思うんですが、内示があると思います。その時は補正でもかけて対応したい

と。十分、財政と協議をしていきたいと、そのように思っております。以上です。 

○委員長（喜々津英世委員）

他にありませんか。いいですか。はい。では、これで質疑なしと認めます。これで都

市整備課所管の審査を終わります。１６時２０分まで、休憩します。 

（休憩 １６時１０分～１６時２０分） 

休憩を閉じて委員会に戻します。基本的に当初予定をしていたようなことでですね、

うまく審査は進んでおります。それで、明日が午後からの予定だったですね。明後日が、

残っておれば、それと５号補正のもう一度、審査をするという約束しておりました。案

としては、明日午後から出てきてちょっとだけするのか、明日休会にして、１６日、朝

から、補正の５号まで全部し上げてしまうのか。ちょっと暫時休憩します。 

（暫時休憩） 

はい、それでは休憩を閉じて、委員会を再開します。本日の委員会審査はこれで終了

いたします。お疲れ様でした。 

（散会 １６時２３分） 


